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2012年  夏季  第29号

本社：東京都新宿区西新宿 1-25-1
新宿センタービル51階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1-25-1
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
盛 岡 営 業 所 岩手県盛岡市盛岡駅西通 2-9-1
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
新 潟 営 業 所 新潟県新潟市中央区弁天 3-2-3
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市大通り 2-4-3
高 崎 営 業 所 群馬県高崎市八島町 68-17
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 1-4-7
つ く ば 営 業 所 茨 城 県 つ く ば 市 竹 園 1-6-1
熊 谷 営 業 所 埼 玉 県 熊 谷 市 筑 波 2-15
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
柏 営 業 所 千 葉 県 柏 市 柏 4-8-14
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
横須賀営業所 神 奈 川 県 横 須 賀 市 小 川 町 14-1
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
長 野 営 業 所 長 野 県 長 野 市 栗 田 1000-1
甲 府 営 業 所 山 梨 県 甲 府 市 丸 の 内 2-29-4
沼 津 営 業 所 静岡県沼津市大手町 3-8-23
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市中区板屋町111-2
岡 崎 営 業 所 愛 知 県 岡 崎 市 唐 沢 町 11-5
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
金 沢 営 業 所 石 川 県 金 沢 市 本 町 2-15-1
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市北区西天満4-14-3
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
姫 路 営 業 所 兵 庫 県 姫 路 市 南 駅 前 町 100
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４-17
高 松 営 業 所 香川県高松市サンポート 2-1
松 山 営 業 所 愛 媛 県 松 山 市 一 番 町 3-3-3
北九州営業所 福岡県北九州市小倉北区浅野 2-14-1
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
大 分 営 業 所 大 分 県 大 分 市 末 広 町 1-1-18
熊 本 営 業 所 熊本県熊本市中央区九品寺2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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『
省
エ
ネ
の
達
人「
企
業
編
」』

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
ト

高
校
生
、出
前
授
業
へ
行
く

Sum
m
er 2012

こ
に
は
大
口
の
企
業
に
対
し

て
需
給
逼
迫
時
に
電
力
供
給

を
制
限
で
き
る
随
時
調
整
契

約
の
実
効
分
も
加
味
さ
れ
て

い
る
。

　

電
力
会
社
別
に
み
る
と
、

供
給
力
が
足
り
な
い
マ
イ
ナ

ス
の
予
備
率
に
な
っ
た
の

は
、
北
海
道
、
関
西
、
九
州

の
各
電
力
管
内
。
そ
れ
ぞ
れ

１
・
９
％
、
14
・
９
％
、
２
・

２
％
の
不
足
だ
っ
た
。
北
海

道
電
力
は
４
９
４
万
㌔
㍗
の

需
要
想
定
に
対
し
９
万
㌔
㍗

不
足
。
同
じ
く
関
西
電
力
は

２
９
８
７
万
㌔
㍗
に
対
し
４

４
５
万
㌔
㍗
不
足
。
九
州
電

　

需
給
見
通
し
で
想
定
さ
れ

た
状
況
は
、
原
発
の
再
稼
働

が
な
く
、
２
０
１
０
年
並
み

の
猛
暑
で
あ
っ
た
場
合
。
沖

縄
を
除
く
全
国
９
電
力
会
社

管
内
全
体
で
想
定
さ
れ
る
需

要
は
１
億
７
０
０
６
万
㌔

㍗
。
対
す
る
供
給
力
は
26
万

㌔
㍗
多
い
１
億
７
０
３
２
万

㌔
㍗
。
予
備
率
は
０
・
１
％

だ
。
安
全
な
電
力
供
給
の
た

め
、
電
力
会
社
は
７
〜
８
％

以
上
の
予
備
率
を
確
保
す
る

の
が
一
般
的
で
、
最
低
限
３

％
の
予
備
率
は
必
要
と
さ
れ

る
。
こ
の
見
通
し
で
は
２
・

９
％
足
り
な
い
。
な
お
、
こ

力
は
１
６
１
０
万
㌔
㍗
に
対

し
36
万
㌔
㍗
不
足
す
る
。
２

０
１
１
年
５
月
に
政
府
が
大

口
需
要
家
に
対
し
て
15
％
削

減
を
義
務
づ
け
た
電
力
使
用

▼
随
時
調
整
契
約

　

電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
る

と
き
、
電
力
会
社
が
大
口
の

企
業
に
対
し
、
電
気
使
用
の

抑
制
を
求
め
ら
れ
る
契
約
。

随
時
調
整
契
約
を
結
ん
だ
企

業
は
、
電
力
会
社
か
ら
の
要

請
に
基
づ
い
て
使
用
を
制
限

す
る
代
わ
り
に
電
気
料
金
の

割
引
が
適
用
さ
れ
る
。

　

電
力
会
社
か
ら
の
要
請
直

後
に
使
用
制
限
を
す
る
瞬
時

調
整
契
約
や
１
〜
３
時
間
前

ま
で
に
要
請
す
る
緊
急
時
調

整
契
約
と
い
っ
た
種
類
が
あ

る
。
要
請
か
ら
制
限
ま
で
の

時
間
が
短
い
ほ
ど
負
担
は
大

き
い
が
割
引
率
も
高
い
。

制
限
令
の
実
施
を
決
め
た
の

は
、
東
京
電
力
管
内
で
10
・

３
％
の
電
力
不
足
が
予
想
さ

れ
た
時
点
だ
っ
た
。
今
回
の

関
西
電
力
の
14
・
９
％
は
そ

れ
を
大
き
く
上
回
る
。

　

こ
の
３
電
力
の
次
に
需
給

が
逼
迫
し
て
い
る
の
は
四
国

電
力
。
予
備
率
は
０
・
３
％

で
、
最
低
限
必
要
な
３
％
ま

と
に
原
子
力
発
電
所
の
再
稼

働
が
で
き
な
い
こ
と
を
想
定

し
、
計
画
停
電
の
準
備
や
節

電
目
標
の
設
定
な
ど
を
進
め

る
。
原
発
再
稼
働
の
場
合
に

は
節
電
計
画
を
修
正
す
る
と

し
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
に
配
慮
し
て
東
北
電
力
と

東
京
電
力
の
管
内
で
は
節
電

目
標
を
設
け
な
い
よ
う
に
し

た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
全

国
的
な
協
力
は
不
可
欠
だ
。

で
２
・
７
％
足
り
な
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
電
力
管
内
で

は
危
機
的
な
電
力
不
足
に
は

陥
ら
な
い
見
通
し
で
、
報
告

書
が
想
定
し
た
予
備
率
は
、

い
ず
れ
も
プ
ラ
ス
の
値
で
あ

り
、
東
北
電
力
３
・
８
％
、

東
京
電
力
４
・
５
％
、
中
部

電
力
５
・
２
％
、
北
陸
電
力

３
・
６
％
、
中
国
電
力
４
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
は
こ
の
見
通
し
を
も

北
海
道
、関
西
、九
州
管
内
で
電
力
不
足

政
府 
需
給
検
証
委
員
会
が
報
告

今夏の電力需給の予測

導
入
費
用
の
半
額
ま
た
は
３
分
の
１
を
補
助
経産省補助金事業

「
第
４
次
環
境
基
本
計
画
」
閣
議
決
定

目
指
す
べ
き
「
持
続
可
能
な
社
会
の
姿
」
を
提
示

　

政
府
は
、
２
０
１
２
年
５

月
14
日
に
、
今
夏
の
電
力
需

給
を
第
三
者
で
点
検
す
る
検

証
委
員
会
の
第
６
回
会
合
を

開
き
、
需
給
見
通
し
を
発
表

し
た
。
全
国
の
電
力
需
給
に

北
海
道
電
力
は
１
・
９
％
の

不
足
と
さ
れ
た
。
再
稼
働
が

焦
点
の
大
飯
原
発（
福
井
県
）

を
抱
え
る
関
電
は
、
４
月
時

点
で
の
見
通
し
（
16
・
３
％
）

よ
り
改
善
し
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
大
幅
な
不
足
で
あ

っ
た
。

　

政
府
は
関
西
の
電
力
不
足

対
策
の
一
環
と
し
て
、
大
飯

原
発
３
、
４
号
機
の
早
期
再

稼
働
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
会
合
で
は
、
２
基

が
再
稼
働
し
た
場
合
は
電
力

不
足
が
０
・
９
％
ま
で
縮
小

す
る
見
通
し
も
示
さ
れ
て
い

た
。
た
だ
福
井
県
周
辺
の
京

都
、
滋
賀
、
大
阪
の
各
府
県

知
事
ら
が
慎
重
姿
勢
を
崩
し

て
お
ら
ず
、
再
稼
働
は
難
し

い
状
況
。

　

一
方
、
こ
の
電
力
供
給
不

足
の
解
決
の
た
め
の
電
力
供

給
体
制
の
見
直
し
と
し
て
、

関
連
業
界
は
電
力
系
統
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
中
立
的
な
独

立
組
織
を
設
置
す
る
意
向
を

示
し
た
。
総
合
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
調
査
会
電
力
シ
ス
テ
ム

改
革
専
門
委
員
会
が
表
明
し

た
意
向
だ
。

　

電
力
会
社
の
供
給
地
域
間

を
つ
な
ぐ
連
系
線
利
用
や
予

備
力
確
保
に
関
す
る
広
域
的

な
電
力
需
給
監
視
と
需
給
の

逼
迫
時
に
そ
の
地
域
に
と
ど

ま
ら
ず
予
備
力
を
調
整
す
る

機
能
を
持
つ
新
組
織
を
設
立

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
連

系
線
利
用
を
簡
易
化
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
商
業
ベ
ー

ス
に
乗
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
風
力
発
電
の

出
力
変
動
を
吸
収
す
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
市
場
の
創
設
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

こ
の
夏
、
２
０
１
０
年
並

み
の
猛
暑
が
襲
っ
た
場
合

に
は
、
間
違
い
な

く
電
力
不
足
に
陥

る
。そ
の
対
策
は
、

昨
年
の
よ
う
な
つ

ら
い
節
電
か
、
安

全
が
確
認
さ
れ
た
原
発
の
順

次
再
稼
働
か
、
コ
ス
ト
が
高

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
分
散
電
源
の
早
期
設
置

か
、
そ
の
ど
れ
を
選
択
す
る

か
は
需
要
者
（
国
民
）
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

（
５
月
15
日 

寄
稿
）

▼
Ｅ
Ｍ
Ｓ

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
管
理

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）・
シ
ス

テ
ム
の
略
。「
見
え
る
化
」

や
自
動
制
御
な
ど
に
よ
っ

て
電
気
や
ガ
ス
と
い
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
効

率
よ
く
適
切
に
管
理
し
て

い
く
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
略
語
３

字
の
前
に
ホ
ー
ム
、
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
、
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
（
工
場
）、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
（
ま
た
は
ク
ラ
ス

タ
ー
：
地
域
）
そ
れ
ぞ
れ

の
頭
文
字
を
つ
け
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ（
ヘ
ム
ス
）、Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ベ

ム
ス
）、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
フ
ェ

ム
ス
）、Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
セ
ム
ス
）

と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
該
当

す
る
範
囲
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
シ
ス
テ
ム
を
表
す
。

　

こ
の
中
で
最
も
広
い
範
囲

を
管
理
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で

は
、
家
庭
、
ビ
ル
、
工
場
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
を

統
合
的
に
管
理
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
の
最
適
化
を
目
指

し
て
い
る
。

▼
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

　

経
済
協
力
開
発
機
構
。
戦

後
の
欧
州
復
興
の
た
め
設
立

さ
れ
た
欧
州
経
済
協
力
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
が
前
身
。
欧

州
の
復
興
に
伴
い
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ

は
発
展
的
に
解
組
し
、
そ
れ

を
受
け
た
１
９
６
１
年
、

Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
に
ア
メ

リ
カ
と
カ
ナ
ダ
が
新
た
に

加
わ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

　

先
進
国
間
で
意
見
や
情

報
を
自
由
に
交
換
し
合

い
、
そ
れ
を
通
じ
て
①
経

済
成
長
②
貿
易
自
由
化
③

途
上
国
支
援
│
│
の
３
つ

の
分
野
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
目
的
。
本
部
は
フ

ラ
ン
ス
の
パ
リ
。
１
０
０

０
名
を
超
え
る
専
門
家
を

有
し
「
世
界
最
大
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
３
月
現

在
、
日
本
（
１
９
６
４
年

加
盟
）
を
含
む
34
カ
国
が

加
盟
。　

2012年春季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
５
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
テ
イ

タ
ン
ソ
」が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「テイタンソ」
（低炭素）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

　

２
０
１
２
年
４
月
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
は
２
０
１
０
年
度

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績
を
ま

と
め
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
前

年
度
比
４
・
０
％
増
の
１
万
４

９
７
４
Ｐ
Ｊ
（
原
油
換
算
３
８

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
前
年
度
比

６
・
７
％
増
に
な
っ
た
こ
と
、

家
庭
部
門
と
業
務
部
門
を
含
む

民
生
部
門
が
夏
の
猛
暑
と
厳
冬

な
ど
に
よ
り
同
２
・
８
％
増
加

（
家
庭
部
門
の
単
独
で
は
同
５
・

７
％
増
）
に
な
っ
た
こ
と
と
み

ら
れ
て
い
る
。

　

京
都
議
定
書
の
基
準
年
で
あ

る
１
９
９
０
年
度
と
の
比
較
で

は
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
全

体
で
７
・
８
％
の
増
加
と
な
っ

７
百
万
㌔
㍑
）
で
、
２
０
０
４

年
度
以
来
６
年
ぶ
り
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

消
費
量
が
増
加
し
た
要
因

は
、
景
気
回
復
に
よ
る
生
産
活

動
の
活
発
化
で
産
業
部
門
の

環
」「
自
然
共
生
」
の
３
つ

の
分
野
を
統
合
的
に
達
成
す

る
社
会
で
あ
り
、
そ
の
基
盤

と
し
て
「
安
全
」
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
持
続
可

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
３
回

策
定
さ
れ
た
。

　

今
回
の
基
本
計
画
に
は

「
目
指
す
べ
き
持
続
可
能
な

社
会
の
姿
」
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
低
炭
素
」「
循

　

２
０
１
２
年
４
月
、「
第

４
次
環
境
基
本
計
画
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
環
境
保
全

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

の
大
も
と
に
な
る
計
画
。
環

境
基
本
法
に
よ
り
定
め
ら
れ

能
な
社
会
を
実
現
す
る
う
え

で
重
視
す
る
方
向
と
し
て
、

①
政
策
領
域
の
統
合
に
よ
る

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
②

国
際
情
勢
に
的
確
に
対
応
し

た
戦
略
を
持
っ
た
取
り
組
み

の
強
化
③
持
続
可
能
な
社
会

の
基
盤
と
な
る
国
土
・
自
然

の
維
持
・
形
成
④
地
域
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
け

る
多
様
な
主
体
に
よ
る
行
動

と
参
画
・
協
働
の
推
進
│
│

の
４
点
を
設
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
基
本
計
画
で

は
、
地
球
温
暖
化
や
生
物
多

様
性
な
ど
優
先
的
に
取
り
組

む
９
つ
の
重
点
分
野
も
挙
げ

ら
れ
た
ほ
か
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
復
興
に
お
け

る
環
境
面
か
ら
の
施
策
や
放

射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染

対
策
に
つ
い
て
も
言
及
し
て

い
る
。

景
気
回
復
と
気
温
の
影
響 

最
終
消
費
６
年
ぶ
り
増
加

2010年度 エネルギー需給実績
資源エネルギー庁まとめ

　

２
０
１
２
年
５
月
、
政
府
は
今
夏
の
電
力
需
給
を
検
証
す
る
「
需
給
検
証

委
員
会
」
で
９
電
力
管
内
の
電
力
需
給
状
況
の
見
通
し
を
ま
と
め
た
。
こ
こ

で
示
さ
れ
た
数
値
を
も
と
に
、
節
電
目
標
や
電
力
融
通
な
ど
の
方
針
が
検
討

さ
れ
て
い
っ
た
。

補助対象サービスの一例

復
興
││
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
き
た
だ
け

A
ll for Japan

世
界
の
総
排
出
量
50
％
増

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
予
測

環境政策最前線
識者COLUMN

　

地
球
温
暖
化

は
思
い
が
け
な

い
と
こ
ろ
に
も

影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
マ
ン
モ
ス
。
温
暖
化

に
よ
り
永
久
凍
土
が
溶
け
、

そ
れ
ま
で
凍
土
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
た
マ
ン
モ
ス
の
発

見
が
近
年
続
い
て
い
る
。

▼
マ
ン
モ
ス
が
絶
滅
し
た
と

さ
れ
る
時
期
は
亜
氷
期
で
あ

る
ヤ
ン
ガ
ー
ド
リ
ア
ス
期
に

重
な
る
。
最
終
氷
期
が
終
わ

り
温
暖
化
に
向
か
う
地
球

で
、
唐
突
に
急
激
な
寒
冷
化

が
起
こ
っ
た
時
期
だ
。
こ
の

極
端
な
気
候
変
動
の
原
因
は

マ
ン
モ
ス
絶
滅
の
原
因
と
同

様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ

り
結
論
は
出
て
い
な
い
。

▼
諸
説
の
中
に
は
マ
ン
モ
ス

絶
滅
と
急
激
な
寒
冷
化
を
結

び
つ
け
る
も
の
が
あ
る
。
マ

ン
モ
ス
な
ど
の
大
型
草
食
動

物
は
、
げ
っ
ぷ
に
よ
っ
て
メ

タ
ン
ガ
ス
を
大
量
に
排
出
す

る
。
メ
タ
ン
ガ
ス
は
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
20
倍
も

影
響
力
が
あ
る
温
室
効
果
ガ

ス
だ
。
こ
の
説
で
は
人
間
の

乱
獲
で
マ
ン
モ
ス
ら
が
絶
滅

し
、
そ
の
結
果
、
温
室
効
果

ガ
ス
が
減
少
し
て
急
激
な
寒

冷
化
が
導
か
れ
た
と
説
く
。

▼
だ
が
そ
れ
は
間
違
い
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
通
り
な

ら
、
地
球
を
寒
冷
化
さ
せ
、

マ
ン
モ
ス
の
遺
骸
を
凍
土
に

閉
じ
込
め
た
張
本
人
は
人
間

だ
。
そ
し
て
約
１
万
年
後
の

現
在
に
な
っ
て
温
暖
化
を
進

め
、
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
い

た
も
の
を
取
り
出
す
か
の
よ

う
に
、
そ
の
冷
凍
標
本
を
入

手
す
る
。
人
間
は
そ
の
よ
う

な
不
遜
な
存
在
で
は
な
い
と

思
い
た
い
か
ら
だ
。

　

２
０
１
２
年
４
月
、
経
済

産
業
省
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ

リ
ゲ
ー
タ
と
し
て
21
事
業
者

を
採
択
し
た
。
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は

「
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ

ス
テ
ム
」
の
略
。
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
は
、
そ
の
シ

ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
者
だ
。

　

同
省
で
は
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ

ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム
）
導
入
事
業
と
合
わ
せ

た
３
０
０
億
円
の
予
算
に
よ

り
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
す
る

中
小
規
模
の
ビ
ル
な
ど
に
対

し
、
１
件
当
た
り
導
入
費
用

の
２
分
の
１
も
し
く
は
３
分

の
１
（
い
ず
れ
も
上
限
が
あ

る
）
の
補
助
を
行
う
Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
導
入
事
業
を
進
め
て
い

る
。
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い

る
と
さ
れ
る
中
小
ビ
ル
の
省

エ
ネ
・
節
電
対
策
を
推
進
す

る
の
が
目
的
。
集
中
的
な
導

入
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
価
格
の
低
減
と
補
助

制
度
終
了
後
の
自
立
的
拡
大

効
果
も
狙
っ
て
い
る
。

　

補
助
の
対
象
は
、
契
約
電

力
50
㌔
㍗
以
上
、
５
０
０
㌔

㍗
未
満
の
高
圧
小
口
需
要

家
。
対
象
需
要
家
は
経
産
省

か
ら
採
択
さ
れ
た
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
費
用
に
対

し
補
助
が
受
け
ら
れ
る
。

　

今
回
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ

ー
タ
と
し
て
採
択
さ
れ
た
事

業
者
に
は
、
複
数
の
企
業
で

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
む
富

士
通
、
日
立
製
作
所
、
ダ
イ

キ
ン
工
業
な
ど
の
ほ
か
、
自

社
単
独
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
九
電
工
や
日
本
テ
ク
ノ

な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
、
補

助
対
象
と
す
る
た
め
の
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
、
例
え
ば
日
本
テ
ク

ノ
で
は
、
電
力
の
見
え
る
化

と
空
調
の
自
動
制
御
、
多
回

路
計
測
を
組
み
合
わ
せ
た

「
Ｅ
Ｓ
│
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｐ
」、
見
え
る
化
と
回
路

ご
と
の
計
測
デ
ー
タ
を
も
と

に
省
エ
ネ
改
善
を
図
る
「
Ｅ

Ｓ
│
Ｌ
Ｖ
Ｍ
」、
メ
ー
タ
ー

に
通
信
機
能
を
付
け
て
自
動

検
針
と
制
御
を
可
能
に
し
た

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
│
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｔ
」

の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
対

象
。
補
助
事
業
の
期
間
は
２

０
１
４
年
３
月
末
ま
で
。
予

算
額
に
達
し
た
場
合
は
そ
の

時
点
で
終
了
す
る
。

横
山 

隆
一

早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院

教
授

中
小
ビ
ル
の
省
エ
ネ
支
援
ス
タ
ー
ト

出所：一般社団法人 環境共創イニシアチブ発表資料

日
本
の
環
境
教
育
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「需給検証委員会報告書」をもとに作成。原発の再
稼働がなく、2010年並みの猛暑を想定。供給力、
需要想定の単位は万 kW。▲は不足分。北海道、
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名称 内　容 主な対象
Ｅ
Ｓ
ー
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｐ

モニターと時計による弊社電力
見える化システムは、10%以
上のピークカットの効果を得ら
れているモデルであり、これに
DEMACONAPによる空調の自
動制御と多回路計測を組み合わ
せ確実に省エネするシステム。

オフィスビル /
テナントビル /
店舗 / 学校 /
公共施設 /ホ
テル / 病院 /
介護施設 / 飲
食店

Ｅ
Ｓ
ー
Ｌ
Ｖ
Ｍ

事業所全体の電力の見える化シ
ステムと建物内の回路毎の計測
データを基に、省エネ改善に向
けたポイントを抽出し事業所全体
の省エネ効果が得られる。

Ｅ
Ｃ
Ｏ
ー
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｔ

メーターに通信機能を付け自動
検針と制御を可能にする。電気
料金の算出方法をデマンド方式と
することでテナント毎のピークを
抑制し、見える化することで省エ
ネ意識も高められ、ビル全体の
省エネ効果が得られる。

オフィスビル /
テナントビル /
商業施設等

　

近
年
で
は
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
全
体
に
占
め
る
産
業
部
門

の
割
合
が
低
下
傾
向
に
あ
り
、

１
９
９
０
年
度
の
50
・
３
％
か

ら
２
０
１
０
年
度
の
43
・
９
％

と
６
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

い
る
。
逆
に
民
生
部
門
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
割
合
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
１
９
９
０
年
度
の

26
・
５
％
か
ら
２
０
１
０
年
度

の
33
・
２
％
と
６
・
７
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
い
る
。

て
お
り
、
内
訳
は
産
業
部
門
が

６
・
０
％
の
減
少
、
民
生
部
門

が
35
・
２
％
の
増
加
、
対
前
年

度
比
０
・
９
％
増
の
運
輸
部
門

が
６
・
６
％
の
増
加
と
い
う
結

果
だ
っ
た
。

最終エネルギー消費の推移

10

15

20
（単位：1000PJ）

出所：資源エネルギー庁「2010年度におけるエネルギー需給実績」
00　01　02　03　04　05　06　07　08　09　10

（年度）

原発再稼働なしを想定

電力会社 供給力 需要想定 予備率（%）

北海道 485 494 ▲ 1.9

東　北 1,475 1,422 3.8

東　京 5,771 5,520 4.5

中　部 2,785 2,648 5.2

関　西 2,542 2,987 ▲ 14.9

北　陸 578 558 3.6

中　国 1,235 1,182 4.5

四　国 587 585 0.3

九　州 1,574 1,610 ▲ 2.2

全国 17,032 17,006 0.1

つ
い
て
、
揚
水
発
電
や
あ
る

程
度
の
節
電
を
見
込
ん
だ
場

合
で
も
、
予
備
率
が
０
・
１

％
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
な

る
試
算
を
示
し
た
。
と
り
わ

け
関
西
電
力
、
九
州
電
力
、

北
海
道
電
力
の
供
給
地
域

は
、
供
給
力
不
足
の

電
力
状
況
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　

こ
の
３
電
力
の
供

給
地
域
は
い
ず
れ
も

想
定
需
要
に
対
す
る
供
給
の

予
備
率
が
マ
イ
ナ
ス
（
不

足
）
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て

お
り
、
関
西
電
力
は
14
・
９

％
、
九
州
電
力
は
２
・
２
％
、 今

夏
の
電
力
需
給
見
通
し

判
断
迫
ら
れ
る
電
力
不
足
対
策

http://www.n-techno.co.jp/index.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/
http://econews.jp/newspaper/frontline/index.html


（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 夏季　【季刊】

た
。
そ
れ
は
「
見
え
る
化
」
シ
ス
テ
ム

導
入
企
業
の
多
く
が
、
省
エ
ネ
活
動
の

本
質
を
求
め
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
「
電
気
代
を
払
わ
な
い
と
は
言
わ
な

い
。使
っ
た
分
は
き
ち
ん
と
支
払
う
が
、

自
分
た
ち
で
無
駄
を
出
し
て
い
た
こ
と

に
気
づ
い
た
と
き
は
、
口
惜
し
く
感
じ

た
」
と
話
す
ユ
ー
ザ
ー
が
い
た
。
こ
の

企
業
が
「
見
え
る
化
」
シ
ス
テ
ム
導
入

以
前
に
考
え
て
い
た
節
電
は
「
電
気
の

使
用
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
」。
そ
こ

に
デ
マ
ン
ド
制
の
理
解
は
な
か
っ
た
。

昨
年
の
震
災

以
降
に
電
力

会
社
に
よ
る

「
電
気
予
報
」

で
聞
い
た「
電

力
ピ
ー
ク
」

と
い
う
言
葉

の
意
味
は
わ
か
っ
た
が
、
自
社
で
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

小
社
営
業
担
当
か
ら
高
圧
需
要
家
の
電

気
料
金
の
仕
組
み
（
デ
マ
ン
ド
制
）
を

聞
い
て
驚
い
た
そ
う
だ
。

　

こ
の
企
業
で
は
多
く
の
機
械
を
タ
イ

マ
ー
で
一
斉
に
立
ち
上
げ
、
集
中
し
て

作
業
を
し
て
、
終
わ
っ
た
ラ
イ
ン
か
ら

消
し
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い

た
。
一
見
正
し
い
運
用
に
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
で
は
基
本
料
金
は
確
実
に
上

が
る
。「
見
え
る
化
」
後
は
、
起
動
を

30
分
単
位
で
ず
ら
し
た
。
す
る
と
不
思

議
な
こ
と
に
作
業
効
率
も
向
上
し
、
大

幅
な
電
気
料
金
の
削
減
が
進
ん
だ
。
こ

れ
と
同
じ
よ
う
な
話
を
、
最
近
省
エ
ネ

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
企
業
か
ら

よ
く
耳
に
す
る
。

　

一
方
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
と
と
も
に
重

要
な
の
が
電
力
使
用
量
の
節
減
だ
。
燃

料
調
整
費
や
今
後
の
電
気
料
金
値
上
げ

は
電
力
使
用
量
単
位
で
あ
る
。

　

あ
る
企
業
で
、
半
分
の
機
器
を
使
う

よ
り
全
部
を
稼
働
さ
せ
た
ほ
う
が
、
電

力
使
用
量
が
減
っ
た
と
い
う
び
っ
く
り

す
る
話
が
あ
っ
た
。
空
調
へ
の
負
荷
で

あ
る
。
作
業
場
全
体
に
対
し
て
計
算
さ

れ
た
空
調
設
備
で
あ
っ
た
が
、
無
駄
を

省
こ
う
と
半
分
だ
け
使
っ
て
い
た
。
そ

の
運
用
方
法
で
は
、
使
っ
て
い
る
半
分

の
空
調
に
多
く
の
負
荷
が
掛
か
り
常
時

フ
ル
稼
働
状
態
に
な
る
。
逆
に
、
す
べ

て
を
稼
働
さ
せ
れ
ば
全
体
で
負
荷
を
分

散
で
き
る
。
設
定
温
度
を
高
め
に
し
て

も
、
空
気
の
流
れ
が
生
ま
れ
る
た
め
、

体
感
温
度
は
変
わ
ら
な
い
。
条
件
に
も

よ
る
が
、
こ
の
企
業
の
場
合
、
使
用
時

間
が
長
い
ほ
ど
、
す
べ
て
を
稼
働
さ
せ

た
と
き
の
ほ
う
が
、
電
力
使
用
量
は
少

な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
試
行
錯
誤
は
、
電
気
の

「
見
え
る
化
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能

に
な
っ
た
事
例
だ
。
起
動
を
30
分
単
位

で
ず
ら
す
試
み
も
、
効
果
が
見
え
な
く

て
は
、
一
斉
稼
働
で
終
了
し
た
も
の
か

ら
順
次
停
止
す
る
ほ
う
が
効
率
的
に
思

え
る
。
今
ま
で
消
し
て
い
た
半
分
の
空

調
を
稼
働
さ
せ
る
の
も
、
通
常
の
感
覚

か
ら
す
れ
ば
、た
め
ら
う
の
が
当
然
だ
。

設
定
値
を
超
え
そ
う
に
な
る
と
警
報
が

鳴
る
。
そ
の
安
心
感
が
試
行
錯
誤
を
促

し
た
と
い
え
る
。

　

多
く
の
企
業
が
小
社
営
業
ス
タ
ッ
フ

と
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、
省
エ
ネ
活
動

に
取
り
組
み
、
無
駄
を
省
き
、
よ
り
効

率
的
な
電
気
使
用
を
進
め
て
い
る
。
１

社
で
も
多
く
の
企
業
に
、
少
し
だ
け
見

直
す
時
間
を
持
ち
、
で
き
る
こ
と
を
試

し
て
も
ら
い
た
い
。
し
っ
か
り
と
デ
ー

タ
を
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
。そ
れ
は
、

「
強
い
企
業
体
質
を
つ
く
る
こ
と
」「
社

会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
」
と
い
う
省

エ
ネ
活
動
の
本
質
を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
応
援
し
て
い
き
た
い
か
ら
だ
。

　

昨
今
の
電
力
不
足
の
影
響
や
電
気
料

金
の
値
上
げ
と
い
っ
た
外
的
要
因
は
、

い
わ
ば
一
時
的

な
リ
ス
ク
で
あ

る
。
企
業
を
取

り
巻
い
て
い
る

そ
の
時
々
の
リ

ス
ク
は
、
電
力

関
連
だ
け
で
な

く
、
景
気
動
向
、
国
際
情
勢
、
政
局
な

ど
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
押
し
寄
せ
て
く

る
。
そ
の
と
き
、
そ
う
し
た
外
的
要
因

の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
も

の
は
、
強
い
企
業
体
質
や
社
会
的
責
任

を
果
た
す
姿
勢
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
省
エ
ネ
活
動
の
本
質
で
あ
る
。

　

小
社
は
、
自
ら
を
見
直
し
、
無
駄
を

な
く
し
、
効
率
的
な
電
気
使
用
を
追
求

す
る
省
エ
ネ
活
動
を
支
援
し
続
け
る
。

　

最
近
は
太
陽
光
発
電
を
利
用

し
た
外
灯
を
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
は
わ
ず
か
７
・
７
％

（
２
０
１
０
年
度 

資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実

績
」、
原
発
を
除
く
）。
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
石
油
や
石
炭
、
天

然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
を
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

は
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
自
然

の
力
を
利
用
し
、
半
永
久
的
に

資
源
が
枯
渇
せ
ず
繰
り
返
し
使

え
、
利
用
時
に
も
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
あ
ま
り
出
さ
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
。
例
え

ば
地
熱
発
電
と
は
、
地
中
に
あ

る
熱
を
蒸
気
や
熱
水
な
ど
に
変

え
、
機
械
の
回
転
運
動
を
利
用

し
て
電
気
を
つ
く
る
方
式
。
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
と
は
林
地
残
材

な
ど
の
資
源
を
燃
焼
さ
せ
て
発

電
す
る
方
式
だ
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
広
げ
る
た
め
に
、
全
量
買

い
取
り
制
度
（
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
）
が
２
０
１
２
年
７

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
太
陽

光
、
風
力
、
小
水
力
、
地
熱
、

バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
っ
て
発
電
し

た
電
力
を
電
力
会
社
が
買
い
取

る
。
同
時
に
、
買
い
取
り
の
た

め
の
費
用
は
電
気
を
利
用
す
る

私
た
ち
が
負
担
す
る
制
度
だ
。

目
的
は
普
及
に
伴
う
技
術
力
の

向
上
と
自
給
率
の
向
上
。

　

暮
ら
し
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
、
協
力
し
て
育
て
、
普
及

さ
せ
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
の

負
担
が
必
要
な
時
代
が
始
ま
っ

た
こ
と
に
な
る
。

節
電
が
叫
ば
れ
る
今
だ
か
ら
問
い
直
す

省
エ
ネ
活
動
の
本
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
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千
葉
大
学
倉
阪
研
究
室
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
研
究
所
が
発
表
し
た
「
永
続

地
帯
２
０
１
１
年
版
報
告
書
」

に
よ
る
と
、
都
道
府
県
別
に
み

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

量
の
ベ
ス
ト
３
ラ
ン
キ
ン
グ

は
、
１
〜
３
位
の
順
に
、
太
陽

光
発
電
が
愛
知
県
、
埼
玉
県
、

静
岡
県
、風
力
発
電
が
青
森
県
、

北
海
道
、
鹿
児
島
県
、
地
熱
発

電
が
大
分
県
、
秋
田
県
、
岩
手

県
、
小
水
力
発
電
が
長
野
県
、

富
山
県
、
新
潟
県
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
が
新
潟
県
、
茨
城
県
、

栃
木
県
と
な
っ
て
い
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
は

制
約
や
課
題
も
多
く
あ
る
が
、

地
域
の
住
民
、
企
業
、
行
政
の

結
び
つ
き
を
強
化
し
、
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

拡
大
の
た
め
の
全
国
民
的
な
協

力
体
制
は
す
で
に
始
動
し
て
い

る
。
ま
ず
は
一
歩
前
進
し
て
、

夏
休
み
の
課
題
に
各
地
の
取
り

組
み
を
探
っ
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全

量
買
い
取
り
制
度
（
固
定
価
格

買
い
取
り
制
度
）
が
２
０
１
２

年
７
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
。
太
陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
普
及
・
拡
大
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
主
な
目
的
。

　

こ
の
制
度
で
は
太
陽
光
な
ど

に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
た
電
気

を
、
電
力
会
社
が
全
量
買
い
取

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

買
い
取
り
費
用
は
電
気
料
金
に

上
乗
せ
さ
れ
、
最
終
的
に
は
需

要
家
が
負
担
す
る
。

　

買
い
取
り
価
格
と
期
間
は
、

第
三
者
委
員
会
（
調
達
価
格
等

算
定
委
員
会
）
が
審
議
の
う
え

買
い
取
り
価
格
は
、
い
ず
れ
も

税
込
で
、
太
陽
光
42
円
、
風
力

23
・
10
〜
57
・
75
円
、
地
熱

27
・
30
〜
42
円
、
中
小
水
力

25
・
20
〜
35
・
70
円
、
バ
イ
オ

マ
ス
13
・
65
〜
40
・
95
円
。
買

い
取
り
期
間
は
、
10
㌔
㍗
以
上

の
太
陽
光
、
風
力
、
中
小
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
が
20
年
、
地
熱
が

15
年
、
10
㌔
㍗
未
満
の
太
陽
光

　
「
国
内
の
電
力
不
足
が
深
刻
」「
電
気

料
金
の
値
上
げ
実
施
」
│
│ 

そ
う
い

っ
た
外
的
要
因
は
、
省
エ
ネ
活
動
を
起

こ
す
に
は
よ
い
き
っ
か
け
に
な
る
。
だ

が
本
来
、
企
業
に
と
っ
て
の
省
エ
ネ
活

動
は
、
外
的
要
因
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
考
え
る
企
業
に
お
け

る
省
エ
ネ
活
動
の
本
質
は
、
主
に
次
の

２
点
で
あ
る
。
一
つ
は
、
無
駄
な
経
費

を
省
き
強
い
企
業
体
質
を
つ
く
る
こ

と
。
そ
こ
に
は
す
べ
て
の
従
業
員
が
コ

ス
ト
意
識
を
持
つ
と
い
っ
た
組
織
的
な

側
面
も
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
社
会
的

責
任
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
に
よ

っ
て
環
境
保
全
を
心
掛
け
る
こ
と
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
、
小
社
の

「
見
え
る
化
」
シ
ス
テ
ム
と
省
エ
ネ
活

動
支
援
は
、
確
実
な
評
価
を
受
け
て
い

eco topicseco topics

が
10
年
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
価
格
・
期
間
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
業
者
の
要

望
が
ほ
ぼ
受
け
入
れ
ら
れ
た
数

字
と
な
っ
た
。

原
案
を
提
示
し
、
そ
の
意
見
を

受
け
て
経
済
産
業
大
臣
が
決
め

る
。
価
格
・
期
間
は
原
則
と
し

て
毎
年
見
直
さ
れ
る
。

　

今
回
７
月
１
日
か
ら
始
ま
る

上
乗
せ
幅
は
、
初
年
度
で
１
㌔

㍗
時
当
た
り
約
０
・
２
〜
約
０
・

４
円
。
標
準
的
な
家
庭
で
は
初

年
度
で
月
額
70
〜
１
０
０
円
に

な
る
見
通
し
。

　

価
格
算
定
の
際
に

試
算
さ
れ
た
家
庭
や

企
業
の
電
気
料
金
の

域
や
大
学
・
企
業
と
連
携
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
現
在
は
50
名
を
超
え
る
生
徒

が
在
籍
す
る
。

　

活
動
の
一
つ
が
環
境
意
識
の
啓

発
を
目
的
と
し
た
小
学
校
へ
の
出

前
授
業
。
生
徒
自
身
が
出
身
校
に

授
業
開
催
を
打
診
し
、
賛
同
を
得

た
学
校
で「
森
林
」「
生
物
多
様
性
」

「
ゴ
ミ
問
題
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
環
境
授
業
を
行
う
。

　

訪
問
す
る
学
校
の
先
生
方
と
相

談
を
し
な
が
ら
、
テ
ー
マ
や
授
業

の
構
成
を
考
え
、
教
材
も
手
づ
く

り
す
る
。
こ
う
し
た
事
前
準
備
の

中
で
、
生
徒
た
ち
は
知
っ
て
い
る

知
識
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
だ
け
で

は
成
立
し
な
い
授
業
進
行
の
難
し

さ
を
体
感
。
ま
た
、
授
業
で
伝
え

る
こ
と
の
背
景
に
あ
る
、
そ
の
何

倍
も
の
情
報
や
知
識
を
習
得
し
て

い
く
。

　

出
前
の
授
業
は
２
時
間
。
実
験

や
ク
イ
ズ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
の
参
加
型
授
業
を
実
施
し
て
い

る
。あ
る
小
学
校
で
開
催
し
た「
ゴ

ミ
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業

で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展
開

す
る
企
業
と
連
携
し
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

を
油
に
変
換
す
る
「
油
化
装
置
」

を
使
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
披
露
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
出
前
授
業

は
、
授
業
の
進
行
体
験
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
大
人
た
ち
と
協
力
し

て
授
業
を
構
成
す
る
試
行
錯
誤
の

体
験
が
何
も
の
に
も
代
え
が
た

い
。
教
員
や
企
業
人
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
々
と
世
代
を
超
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
視

点
も
生
ま
れ
て
く
る
。

　

さ
ら
に
学
校
内
で
は
、
有
志
団

体
と
し
て
活

動
す
る
う
え

で
、
授
業
や

部
活
動
と
の

両
立
が
必
須

だ
。

　

成
田
さ
ん

は
「
メ
ン
バ

ー
そ
れ
ぞ
れ

が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
行

を
把
握
し
、

互
い
の
部
活

動
の
状
況
な

ど
を
思
い
や

っ
て
い
か
な

い
と
、
ど
ち

ら
も
中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
」
と
話
す
。

　

両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
う
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
の
か
。
こ

の
「
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は

そ
う
し
た
学
び
も
、
非
常
に
大
事

な
の
だ
と
い
う
。
複
数
の
課
題
に

直
面
し
た
際
に
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
い
く
力
は
、
実
際
の
社
会
で

も
必
ず
役
に
立
つ
。

　
「
環
境
」
と
い
う
枠
で
は
収
ま

り
き
ら
な
い
経
験
や
知
識
が
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
大
き
な
成
長
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

手づくり教材で小学生に環境教育

高校生、出前授業へ行く
【
第
六
回
】

　慶
應
義
塾
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部

シリーズ

出前授業で使用した高校生たちによる手づくり教材。

　

神
奈
川
県
藤
沢
市
に
あ
る
慶
應
義
塾
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
は
、

１
９
９
２
年
に
開
校
し
た
慶
應
義
塾
唯
一
の
男
女
共
学
中
高
一
貫
校
。

帰
国
生
の
入
学
を
多
く
受
け
入
れ
、
異
文
化
交
流
と
情
報
教
育
に
注
力

す
る
同
校
で
は
、
中
高
縦
割
り
の
選
択
制
授
業
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
を
伸
ば
す
新
た
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
同
校
の
有
志

団
体
「
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
顧
問
教
諭
の
成
田

宏
昭
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

再生可能エネルギー
全量買い取り制度 施行

７
月
１
日
か
ら 
太
陽
光
は
42
円

　

慶
應
義
塾
湘
南
藤
沢
中
等
部
・

高
等
部
で
、
有
志
団
体
「
環
境
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
結
成
さ
れ
た
の

は
２
０
０
２
年
。
環
境
問
題
に
興

味
を
持
つ
高
等
部
の
生
徒
が
、
地

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
２
０
０
８

年
に
「
環
境
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク

世
界
の
総
排
出
量
50
％
増

　

２
０
１
２
年
３
月
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は
、
今
後

40
年
間
の
環
境
変
化
な
ど
を
予
測
し
た
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
環
境
ア
ウ
ト
ル
ッ

ク
２
０
５
０
」
を
公
表
し
た
。
環
境
政
策
を
講
じ
な
い
場
合
の
モ
デ
ル

を
提
示
し
、
早
急
な
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

「環境アウトルック2050」の予想する基本シナリオ

２
０
３
０
」
を
作
成
し
て
い

る
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
緊

急
性
が
高
い
と
さ
れ
た
「
気

候
変
動
」「
生
物
多
様
性
」

「
水
」「
汚
染
に
よ
る
健
康
影

響
」
の
４
分
野
に
つ
い
て
、

よ
り
長
期
的
に
精
度
の
高
い

解
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

報
告
書
で
は
ま
ず
、
世
界

が
よ
り
意
欲
的
な
環
境
政
策

を
講
じ
な
い
場
合
の
モ
デ
ル

を
「
基
本
シ
ナ
リ
オ
」
と
し

て
提
示
。
そ
こ
で
は
人
口
が

20
億
人
増
加
し
、
経
済
規
模

は
４
倍
に
な
る
未
来
を
予

測
。
そ
の
結
果
、
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
２
０
５

０
年
に
80
％
増
加
し
、
そ
の

85
％
は
化
石
燃
料
に
依
存
し

た
ま
ま
。
ま
た
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
は
世
界
全
体
で

50
％
増
加
し
、
大
気
汚
染
も

悪
化
。
陸
上
の
生
物
多
様
性

は
10
％
減
少
す
る
。

　

そ
う
し
た
基
本
シ
ナ
リ
オ

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の

悲
惨
な
状
況
を
回
避
す
る
に

は
、
適
切
な
政
策
が
必
要
だ

と
指
摘
す
る
。
そ
の
際
の
有

効
な
政
策
と
し
て
、
環
境
税

の
導
入
や
排
出
量
取
引
制

度
、
水
課
金
制
度
、
環
境
に

有
害
な
補
助
金
の
廃
止
、
効

果
的
な
規
制
・
基
準
の
考
案

な
ど
の
具
体
的
な
提
案
も
示

し
て
い
る
。

経
済
協
力
開
発
機
構
「
次
の
40
年
」
を
予
測

「OECD環境アウトルック2050:
行動を起こさないことの代償」

経済規模 ４倍

人口分布 都市部居住
70％

エネルギー使用 80％増

化石燃料依存度 85％

温室効果ガス排出量 50％増

温室効果ガス濃度 685ppm

今世紀末の気温 産業革命前に比べ
３～６℃上昇

陸上の生物多様性 10％減

原生林面積 13％減

水需要 55％増

水不足地域の人口 23億人増

大気汚染 早期死亡者数
年間2倍以上

楽しい手描きイラストの教
材で小学生の興味を引く。

09
年
度
報
告
排
出
量
1.3
％
減

　

２
０
１
２
年
３
月
、
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
法
（
温
対
法
）
に
基
づ
く

２
０
０
９
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
が
公
表
さ
れ
た
。
排
出
量
が
一

定
量
以
上
に
な
る
事
業
所
な
ど
は
、

毎
年
度
、
自
ら
の
排
出
量
を
国
に
報

告
す
る
義
務
が
あ
り
、
国
は
こ
れ
を

集
計
し
て
公
表
す
る
。

　

公
表
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
９
年
度

の
排
出
量
の
合
計
は
６
億
４
３
５
万

㌧
。
前
年
度
の
６
億
１
２
３
１
万
㌧

に
比
べ
、
７
９
６
万
㌧
（
１
・
３
％
）

の
減
少
と
な
っ
た
。
輸
送
部
門
を
除

く
業
種
の
内
訳
で
、
最
も
排
出
量
が

多
か
っ
た
の
は
鉄
鋼
業
（
30
・
７

％
）。
以
下
、化
学
工
業（
13
・
４
％
）、

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
（
10
％
）、

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業（
４
・

７
％
）、
石
油
製
品
・
石
炭
製
品
製

造
業
（
４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

市
町
村
リ
サ
イ
ク
ル 

高
水
準
続
く

　

２
０
１
２
年
３
月
、
環
境
省
は
２

０
１
０
年
度
の
市
町
村
の
リ
サ
イ
ク

ル
状
況
を
ま
と
め
た
集
計
結
果
を
発

表
し
た
。
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
く
も
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
容
器
包
装
廃
棄
物
に
つ
い
て

市
町
村
に
よ
る
分
別
収
集
量
や
再
商

品
化
量
の
実
績
デ
ー
タ
を
毎
年
ま
と

め
て
い
る
。

　

今
回
の
分
別
収
集
量
の
合
計
は
約

２
８
７
万
㌧
。
再
商
品
化
量
の
合
計

は
２
７
７
万
㌧
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

96
・
３
％
に
な
る
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス

製
容
器
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
段
ボ
ー

ル
な
ど
の
品
目
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
全
市
町
村
の
う
ち
の
９
割
超

が
分
別
収
集
を
実
施
し
て
い
る
。

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
マ
ニュ
ア
ル

　

２
０
１
２
年
４
月
、
郊
外
部
よ
り

都
市
部
の
気
温
が
高
く
な
る
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
た
め
の
『
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜

最
新
状
況
と
適
応
策
等
の
対
策
普
及

に
向
け
て
〜
』
が
公
表
さ
れ
た
。

　

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
30
年
前
と

現
在
で
は
各
都
市
で
気
温
が
30
℃
以

上
に
な
る
時
間
が
増
え
て
い
る
な
ど

の
現
状
分
析
を
は
じ
め
、
地
方
公
共

団
体
の
施
策
、建
物
へ
の
対
策
技
術
、

さ
ら
に
は
緑
陰
の
利
用
で
体
感
温
度

を
下
げ
る
と
い
っ
た
新
た
な
考
え
方

の
適
応
策
ま
で
広
範
に
紹
介
。
こ
れ

を
公
表
し
た
環
境
省
は
持
続
可
能
な

都
市
づ
く
り
の
推
進
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
全
文
は
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

「
Ｐ
Ｐ
Ｓ
」の
新
た
な
通
称「
新
電
力
」

　

２
０
１
２
年
３
月
、
経
済
産
業
省

は
、
特
定
規
模
電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ

Ｓ
）
の
新
た
な
通
称
を
「
新
電
力
」

に
改
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ

は
「
パ
ワ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・

ア
ン
ド
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
」
の
略
。

　

特
定
規
模
電
気
事
業
者
と
は
、
電

力
市
場
に
新
た
に
参
入
し
た
事
業
者

の
こ
と
。
電
力
自
由
化
に
よ
っ
て
、

東
京
電
力
な
ど
一
般
の
電
力
会
社
以

外
に
も
電
気
の
小
売
り
が
可
能
に
な

っ
た
。
現
在
は
契
約
電
力
50
㌔
㍗
以

上
の
需
要
家
に
対
し
、
電
力
会
社
の

送
電
網
を
通
じ
て
電
気
を
供
給
し
て

い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故

以
降
、
国
民
の
間
で
電
力
自
由
化
に

つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
な
る
中
、

Ｐ
Ｐ
Ｓ
で
は
わ
か
り
に
く
い
と
し

て
、
枝
野
幸
男
経
産
相
が
改
名
を
指

示
し
た
。
こ
れ
以
降
、
経
産
省
が
作

成
す
る
資
料
や
文
書
な
ど
で
は
、
新

電
力
の
表
記
が
使
わ
れ
る
。

　

新
電
力
と
し
て
経
産
省
の
登
録
を

受
け
て
い
る
の
は
、
日
本
テ
ク
ノ
の

ほ
か
エ
ネ
ッ
ト
、
丸
紅
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱

日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

パ
ワ
ー
な
ど
が
あ
る
。

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/index.html
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Ｃ
Ｍ
な
ど
を
通
じ
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
マ
ツ
ダ
は
エ
ン
ジ
ン
の
効
率
化
や

車
体
の
軽
量
化
な
ど
既
存
の
技
術
を
見
直
し
な
が
ら
、
自
動
車
の

環
境
性
能
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。
一
方
、
販

売
店
の
株
式
会
社
北
関
東
マ
ツ
ダ
も
、
既
存
設
備
の
使
い
方
を
見

直
す
運
用
改
善
の
手
法
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
北
関
東

マ
ツ
ダ
・
管
理
部
長
の
永
沼
城
人
さ
ん
と
管
理
部
の
森
口
明
さ
ん

に
話
を
伺
っ
た
。

の
削
減
に
成
功
し
て
い
る
。

　

今
後
、
全
37
店
舗
で
省
エ
ネ
活

動
を
推
進
す
る
に
は
、
全
社
の
足

並
み
を
揃
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
メ
ー
ル
で
の
情
報
共
有
も
実

施
す
る
よ
う
に
し
た
。「
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
21
通
信
」「
省
エ
ネ
推

進
メ
ー
ル
」
と
い
っ
た
社
内
メ
ー

ル
だ
。

　
「
省
エ
ネ
活
動
は
、
意
識
の
継

続
が
大
切
で
す
。
メ
ー
ル
で
は
ク

ー
ル
ビ
ズ
の
実
施
時
期
を
告
知
し

た
り
、
昨
年
効
果
の
高
か
っ
た
省

エ
ネ
ポ
イ
ン
ト
の
再
ア
ピ
ー
ル
を

す
る
と
い
っ
た
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
メ
ー
ル
を
受
け

て
い
た
社
員
の
側
か
ら
も
情
報
発

信
し
て
も
ら
い
、
活
動
を
も
っ
と

広
げ
た
い
で
す
ね
」（
永
沼
さ
ん
）

　

全
社
的
な
環
境
活
動
を
推
進
し

な
が
ら
、
環
境
性
能
の
高
い
ク
リ

ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
販
売
す
る

同
社
。
か
つ
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は

排
ガ
ス
の
問
題
で
敬
遠
さ
れ
が
ち

だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
排

ガ
ス
の
ク
リ
ー
ン
化
を
進
め
た
の

が
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
だ
。

ガ
ソ
リ
ン
車
に
比
べ
燃
費
が
よ
く

温
暖
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
。「
最

初
は
Ｃ
Ｍ
な
ど
を
見
て
来
店
す
る

方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
そ
の

後
、
乗
り
心
地
や
当
社
の
エ
コ
カ

ー
に
対
す
る
考
え
方
に
多
く
の
方

が
共
感
を
持
た
れ
ま
す
。
今
後
も

事
業
活
動
を
通
じ
、
地
球
環
境
の

保
護
と
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
役

立
つ
よ
う
努
力
を
続
け
る
つ
も
り

で
す
」（
森
口
さ
ん
）

report─ on the Eco Spot

国立代々木競技場
http://naash.go.jp/yoyogi/

エコな店舗でエコな自動車
温暖化対策にもつながるクリーンディーゼル車

北関東マツダ
http://www.kitakanto-mazda.co.jp/

第二体育館（右上）。節電プロジェクトを支える基盤となった過去の電力
使用データや現在の使用状況を把握できるシステム（左上）。第一体育
館（下）。体育館は、第一・第二ともにメタルハライド照明を採用。

　

施
設
を
訪
れ
る
と
大
き
な
体
育

館
と
と
も
に
目
に
入
っ
て
く
る
の

が
、
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
。
２
０
１
０
年
の
改
正
省
エ

ネ
法
施
行
を
機
に
第
二
体
育
館
の

改
修
工
事
と
並
行
し
て
施
設
内
に

４
カ
所
、
合
計
99
㌔
㍗
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
導
入
し
た
。

　

同
時
に
照
明
の
設
備
改
修
に
も

着
手
。
48
カ
所
の
屋
外
灯
は
す
べ

て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替
え
。
体

育
館
の
屋
内
は
、
第
一
・
第
二
と

も
に
水
銀
灯
を
全
面
的
に
廃
止

し
、
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
照
明
を
採

用
し
た
。
照
明
は
競
技
ご
と
に
配

置
が
異
な
り
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が

非
常
に
繊
細
な
た
め
、
競
技
を
公

平
に
運
営
す
る
う
え
で
生
命
線
に

な
る
。
水
銀
灯
の
青
白
い
光
に
比

べ
て
、
自
然
な
発
色
の
メ
タ
ル
ハ

ラ
イ
ド
照
明
は
利
用
者
の
声
を
反

映
し
て
の
採
用
だ
が
、
省
エ
ネ
タ

イ
プ
の
も
の
は
水
銀
灯
に
比
べ
３

〜
４
割
の
節
電
に
な
る
と
い
う
試

算
も
導
入
の
決
め
手
に
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
設
備
の
改
修
に
よ
る

省
エ
ネ
だ
け
で
な
く
電
気
の
使
い

方
を
見
直
す
運
用
改
善
も
進
め
ら

れ
る
。
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
が
２
０
１
１
年
７
〜
９
月
に

2012 年春に発売された
「マツダ CX-5」。技術革
新により環境性能を飛躍的
に向上させた高効率クリー
ンディーゼルエンジンを搭
載している。

　今回のエコブックスは、コーナータ
イトルにちなみ、題名に「エコ」がつ
いた書籍を２冊。アメリカ人研究者が
日本の江戸時代の生活を紹介しエコな
暮らしを提案する１冊と、ごく普通の
女性が多様なエコ活動に取り組む様を
コミカルな語り口で自ら紹介した１冊。
いずれも「エコって何だろう」と考え
させてくれる書籍。（記事中敬称略）

　

日
本
在
住
の
ア
メ
リ
カ
人
研

究
者
が
、
広
範
な
研
究
活
動
と

大
量
の
文
献
を
も
と
に
江
戸
時

代
後
期
の
日
本
人
の
暮
ら
し
を

描
き
、
そ
こ
か
ら
現
代
に
お
け

る
環
境
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を

示
し
た
本
。
語
り
手
の
「
私
た

ち
」
が
、
農
村
・
江
戸
の
町
・

武
家
屋
敷
を
訪
ね
、
そ
こ
で
見

聞
き
し
た
こ
と
が
物
語
風
に
つ

づ
ら
れ
て
い
る
。

　

全
体
は
３
つ
の
章
か
ら
構
成

さ
れ
、
農
民
・
町
人
・
武
士
の

３
階
級
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

暮
ら
し
を
各
章
で
紹
介
。
特
に

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
都
市

の
細
部
に
ま
で
行
き
渡
っ
た
江

戸
町
人
の
暮
ら
し
は
、
進
化
し

た
未
来
都
市
を
描
く
Ｓ
Ｆ
小
説

に
触
れ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
も

　

カ
ナ
ダ
の
全
国
紙
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ポ
ス
ト
」
の
文
芸
・
映

画
担
当
の
女
性
記
者
が
、
ふ
と

し
た
思
い
つ
き
で
１
日
１
つ
エ

コ
な
取
り
組
み
を
し
て
、
そ
れ

を
１
年
間
（
う
る
う
年
だ
っ
た

の
で
３
６
６
種
類
の
エ
コ
）
継

続
し
、
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
毎
日

報
告
す
る
活
動
を
始
め
た
。
失

敗
も
あ
り
の
ま
ま
、
そ
し
て
ど

こ
か
コ
ミ
カ
ル
に
語
ら
れ
る
内

容
は
反
響
を
呼
ん
だ
。

　

本
書
は
、
そ
ん
な
著
者
の
体

験
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
。
２
０
０
７
年
の
取
り
組
み

開
始
当
時
28
歳
だ
っ
た
著
者
の

恋
愛
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
も

随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、

読
み
物
と
し
て
も
楽
し
め
る
。

　

登
場
す
る
３
６
６
の
エ
コ
活

覚
え
る
。

　

著
者
は
、
江
戸
時
代
に
生
き

る
人
々
の
心
が
、「
エ
コ
生
活

術
」
を
根
底
で
支
え
る
と
考
え

て
い
る
よ
う
だ
。
本
書
の
「
は

じ
め
に
」
で
も
「
何
よ
り
も
読

者
に
伝
え
た
い
の
は
、
当
時
の

日
本
社
会
の
す
み
ず
み
に
ま
で

浸
透
し
て
い
た
環
境
に
対
す
る

『
精
神
的
態
度
』
だ
。
こ
れ
は
、

現
代
の
私
た
ち
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

指
標
と
な
る
だ
ろ
う
」（
本
書

10
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
書
に
は
全
体
を
通

し
て
著
者
自
筆
の
緻
密
な
イ
ラ

ス
ト
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
。
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
示

し
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
眺
め

て
い
る
だ
け
で
楽
し
い
。

動
は
、
今
か
ら
で
も
気
軽
に
試

せ
る
も
の
（
エ
コ
バ
ッ
グ
を
使

う
）
や
相
当
な
覚
悟
が
い
る
も

の
（
冷
蔵
庫
の
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
く
）、
理
由
が
す
ぐ
に
は
理

解
で
き
な
い
も
の（
裸
で
寝
る
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
ち
な
み
に
裸

で
寝
る
の
は
、
パ
ジ
ャ
マ
の
洗

濯
が
不
要
に
な
る
の
で
洗
剤
、

水
、
電
気
の
節
約
が
で
き
る
。

　
「
本
当
の
と
こ
ろ
、
最
近
ま

す
ま
す
実
感
し
て
い
る
。
と
き

ど
き
エ
コ
じ
ゃ
な
い
楽
し
み
に

ふ
け
る
こ
と
も
、
ま
ず
ま
ず
の

エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
で
い
る
た
め
に

は
欠
か
せ
な
い
っ
て
」（
本
書

３
２
１
頁
）
な
ど
エ
コ
活
動
に

少
し
疲
れ
た
著
者
の
本
音
が
み

え
る
の
も
、
良
書
と
呼
び
た
い

理
由
の
一
つ
。

女子エコ日記366days おしゃれとエコって、両立するの？
ヴァネッサ・ファーカーソン 著／枝廣淳子・長澤あかね 訳

江戸に学ぶエコ生活術
アズビー・ブラウン 著／幾島幸子 訳

進化した未来都市をみているような錯覚エコ活動に疲れたときには、このエコ本

（阪急コミュニケーションズ　2,000円＋税）
Azby Brown　1956 年生まれ。日本
には 1985 年から在住。金沢工業大
学未来デザイン研究所所長。イエ
ール大学で日本建築を研究後、東
京大学大学院工学部建築学科修士
課程を 1988 年に修了。日本の建築
やデザインについての著書多数。

（講談社　1,600円＋税）
Vanessa Farquharson　ナショナル・
ポスト紙（カナダ）の文芸・映画
記者。買い物もお酒も大好きで普
通の生活をしていた女性。2007 年
3 月、１年間１日１エコの取り組
みを開始。その様子を自分のブロ
グで紹介し、反響を呼んだ。

　

マ
ツ
ダ
は
２
０
１
２
年
の
春

に
、
新
世
代
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
「
マ
ツ
ダ
Ｃ
Ｘ
‐５
」
を
発

売
し
た
。
燃
費
を
従
来
比
約
20
％

改
善
し
、
高
価
な
Ｎ
Ｏ
ｘ
後
処
理

装
置
を
不
要
に
し
な
が
ら
も
厳
し

い
排
ガ
ス
規
制
を
ク
リ
ア
で
き
る

と
い
う
注
目
の
エ
コ
カ
ー
だ
。
そ

ん
な
環
境
配
慮
型
の
車
を
扱
う
デ

ィ
ー
ラ
ー
・
北
関
東
マ
ツ
ダ
。
車

の
環
境
性
能
に
負
け
ず
劣
ら
ず
全

社
的
な
エ
コ
仕
様
の
経
営
を
展
開

し
て
い
る
。

　
「
当
社
は
自
動
車
販
売
・
整
備

な
ど
の
す
べ
て
の
事
業
分
野
に
お

い
て
環
境
に
配
慮
し
た
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
」
と
話
す
森
口
さ
ん

の
言
葉
ど
お
り
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

へ
の
来
客
者
に
配
慮
し
な
が
ら
も

省
エ
ネ
活
動
を
推
進
。
営
業
時
間

外
の
消
灯
・
空
調
オ
フ
を
徹
底

し
、
工
場
で
は
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
の
昼
休
み
・
退
社
時
の
電
源

オ
フ
は
必
須
だ
。
省
エ
ネ
活
動
を

開
始
し
て
か
ら
２
年
。
２
０
１
１

年
10
〜
12
月
の
全
社
の
電
気
使
用

量
は
、
前
年
同
月
比
で
18
・
３
％

【第１１節：スポーツ施設】【第１１節：スポーツ施設】【第１１節：スポーツ施設】【第１１節：スポーツ施設】

大規模スポーツ施設の
省エネ改修と節電プロジェクト

　

東
京
都
渋
谷
区
の
国
立
代
々
木
競
技
場
。
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て
建
設
さ
れ
、
第
一
体
育
館
・

第
二
体
育
館
の
ほ
か
、
室
内
水
泳
場
や
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
な
ど
を
併
設
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
大
会
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予

選
会
な
ど
も
行
わ
れ
る
こ
の
施
設
。
こ
こ
で
も
省
エ
ネ
活
動
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
０
年
施
行
の
改
正
省
エ
ネ
法
や
東
日

本
大
震
災
を
機
に
本
格
的
に
活
動
を
始
め
、
改
修
工
事
に
合
わ
せ
た
設
備
改
善
や
「
節
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ぶ
運
用
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
施
設
運
営
を
担
当
す
る
独
立
行
政
法
人 

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
を
取
材
し
た
。

発
せ
ら
れ
た
電
力
使
用
制
限
令
だ

っ
た
。
大
規
模
施
設
は
15
％
削
減

が
課
せ
ら
れ
た
の
だ
。

　

だ
が
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｈ
で
は
そ
れ
に

先
立
つ
４
月
か
ら
「
節
電
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
、
長
年
蓄

積
し
て
い
る
電
力
デ
ー
タ
を
も
と

に
節
電
の
計
画
書
を
策
定
し
て
い

た
。
そ
こ
に
は
、
電
力
ピ
ー
ク
を

超
え
る
と
判
断
し
た
場
合
は
大
型

の
発
電
機
を
稼
働
す
る
こ
と
や
、

施
設
を
利
用
す
る
競
技
団
体
や
大

会
主
催
者
に
も
協
力
を
仰
ぐ
こ
と

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

実
際
に
行
っ
た
の
は
、
扇
風
機

の
活
用
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施
な

ど
で
管
理
事
務
所
内
の
空
調
温
度

を
上
げ
る
設
定
調
整
、
室
内
水
泳

場
で
窓
か
ら
の
採
光
を
利
用
し
た

照
明
の
点
灯
調
整
、
競
技
を
妨
げ

ぬ
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
照
明
の

点
灯
時
間
を
少
し
で
も
減
ら
す
取

り
組
み
な
ど
多
数
。
い
ず
れ
も
利

用
者
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
職

員
や
業
務
受
託
先
が
連
携
し
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

　

結
果
的
に
２
０
１
１
年
の
夏
は

前
年
比
15
％
削
減
の
目
標
を
達

成
。
そ
の
成
果
を
振
り
返
り
な
が

ら
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
担
当
者
は
「
わ

れ
わ
れ
の
仕
事
は
、
利
用
者
の
方

に
施
設
を
快
適
に
使
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
そ
の
一
方
で
大
規

模
施
設
の
運
営
者
と
い
う
自
負
も

あ
り
ま
す
。
世
間
の
情
勢
や
環
境

問
題
を
考
慮
し
、
職
員
全
員
で
協

力
し
な
が
ら
今
後
も
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
」
と
語
っ
た
。 全店で情報共有を図るために発信する「エコアクション21通信」（右上）。

照明や空調のスイッチには省エネを促すメッセージ（左上）。北関東マツ
ダ 水戸千波店（下）。

http://econews.jp/newspaper/books/index.html
http://www.n-techno.co.jp/spg/
http://www.nt-e.jp/eac/
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提
供
テ
レ
ビ
番
組

展
示
会
＆
セ
ミ
ナ
ー

　
「
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
ユ

ー
ザ
ー
が
自
社
の
電
力
使
用
状

況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
確
認
で
き

る
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
。

　

夏
の
電
力
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

時
期
、
デ
マ
ン
ド
設
定
を
変
更

す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ

イ
ト
に
操
作
方
法
が
掲
載
さ
れ

た
こ
と
で
、
デ
マ
ン
ド
設
定
変

更
の
操
作
も
ス
ム
ー
ズ
に
実
行

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

操
作
方
法
の
紹
介
ペ
ー
ジ
は

日
本
テ
ク
ノ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ

る
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば

表
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
ペ

ー
ジ
の
下
部
に
あ
る
「
デ
マ
ン

ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
へ
」
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
「
デ
マ
ン

ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」
の
ロ
グ
イ

ン
画
面
に
ジ
ャ
ン
プ
で
き
る
。

新
規
出
店

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス

独
自
技
術

　

日
本
テ
ク
ノ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
内
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
た
。
デ
マ
ン
ド
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
目
標
ピ
ー
ク
デ
マ
ン
ド
の
数
値

変
更
操
作
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
だ
。
厳
し
い
今
夏
の
電
力
需
給
予
測
に
伴
い
、
デ
マ
ン
ド
設
定

値
を
変
更
す
る
ユ
ー
ザ
も
多
い
。
自
社
の
状
況
に
あ
っ
た
適
切
な
目
標
を
設
定
し
、
節
電
要
請

や
電
気
料
金
上
げ
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

横
須
賀
営
業
所
は
、
相
模

原
、
横
浜
、
藤
沢
に
続
く
神
奈

川
県
で
４
番
目
の
拠
点
。
大
分

営
業
所
は
、
九
州
で
５
番
目
の

拠
点
。
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
く
。

　

山
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
山
口
県
山
口
市
に
新
設
し

た
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。
広
島

営
業
所
の
管
轄
エ
リ
ア
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
。

　

そ
の
ほ
か
、
茨
城
県
の
水
戸

営
業
所
、
静
岡
県
の
沼
津
営
業

所
、
山
梨
県
の
甲
府
営
業
所
、

お
よ
び
東
京
都
荒
川
区
の
城
北

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
の
利
便
性
を

確
保
す
る
な
ど
の
目
的
で
そ
れ

ぞ
れ
移
転
。
新
た
な
拠
点
で
営

業
を
始
め
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
５
月
、
日
本
テ
ク
ノ
は
神
奈
川
県
横
須
賀
市
と
大
分
県
大
分
市
に
新
た
な
２

つ
の
営
業
所
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
山
口
県
山
口
市
に
は
新
規
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
開

設
。
さ
ら
に
複
数
の
営
業
拠
点
で
利
便
性
の
見
直
し
な
ど
に
伴
う
移
転
も
実
施
し
て
い
る
。

5 月 17 ～ 19 日の 3 日間、
石川県産業展示館で開催され
た。工作機械や電機・電子関
連機器の展示が中心となる会
場で、日本テクノはＥＲＩＡなど
の商品を紹介。常務 岩崎友彦
によるワークショップ「企業が
取り組む省エネ活動・運用改善
の最新動向」も開いた。

5月23日、第 1部と第 2部
に分けて開催。第 1部は東京
都環境局の講師らによる「電気
料金17％値上げを乗り切る運
用改善のポイント」、第2部は
経済産業省の講師らによる「ビ
ルオーナー様必見！ テナント電
力子メーターの落とし穴」と題
した講演をそれぞれ開催した。

5月30日と31日の 2日間、
東京流通センターで開かれた展
示会。高齢者の住まいや介護・
医療にかかわる機器やサービス
などが紹介された。日本テクノ
ではＥＲＩＡをメインに「見える
化システムによる節電提案」を
展開。介護施設事業者などに
省エネの重要性を呼び掛けた。

6月2日と3日の2日間、代々
木公園のケヤキ並木 ･イベン
会場で開かれた環境省主催の
イベント。日本テクノはオリジ
ナルうちわの製作やエコカレン
ダーのキャッチコピー募集を現
地で行い、参加者には記念品
を進呈。ブースには細野豪志
環境大臣も見学に訪れた。

① コーポレートサイトのバナーをクリック。② 設定値の変更操作を説明する画面が表示される。

横須賀、大分２営業所を出店

8面「環境問題常識テスト」の答え ◎Q1:c／Q2：d／Q3：b／Q4：a

さらなる節電 サイトでデマンド設定を変更

設
定
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

デマンド閲覧サービス
　日本テクノのＥＲＩＡ導入ユーザーが
オプションで利用するサービス。インタ
ーネットを利用して、パソコン画面で電
力使用状況を確認できる。30 分ごと、日
ごと、週ごと、月ごと、年間の電力使用
量やデマンド設定、電気料金のシミュレ
ーション、多数件口事業場の場合は複数
事業場の比較なども可能。

▲ 横須賀営業所のあるニッセイ横須賀センタ
ービル　  大分営業所のあるニッセイ大分駅
前ビル。

〒238-0004
神奈川県横須賀市小川町14-1 
ニッセイ横須賀センタービル 4階
TEL 046-820-1071 / FAX 046-820-1072

新
設

山口サービス
センター

〒754-0002 山口県山口市小郡下郷1627-12
Sテイト新山口 303号室
TEL 083-976-0701 / FAX 083-976-0702

移
転 水戸営業所

〒310-0803 茨城県水戸市城南1-4-7
第 5プリンスビル 4階
TEL 029-302-5395 / FAX 029-302-5397

移
転 沼津営業所

〒410-0801　静岡県沼津市大手町3-8-23
ニッセイスタービル 5階
TEL 055-952-8060 / FAX 055-952-8061

移
転 甲府営業所

〒400-0031　山梨県甲府市丸の内2-29-4
明治安田生命甲府ビル3階
TEL 055-236-0771 / FAX 055-236-0778

移
転

城北サービス
センター

〒116-0014 東京都荒川区東日暮里5-47-4
クレール川原 1階
TEL 03-5850-3385 / FAX 03-5850-5596

新規営業所

新規サービスセンター／既設店移設

横須賀
営業所

大 分
営業所

〒870-0027
大分県大分市末広町1-1-18 
ニッセイ大分駅前ビル10階
TEL 097-513-5307 / FAX 097-513-5308

　

日
本
テ
ク
ノ
が
提
供
す
る
テ
レ
ビ
番
組
『
省
エ
ネ
の
達

人
「
企
業
編
」』
の
動
向
が
活
発
だ
。
記
念
と
な
る
１
０

０
回
目
の
番
組
放
映
、
放
送
開
始
か
ら
丸
２
年
を
経
過
し

て
３
年
目
に
突
入
、
そ
し
て
構
成
内
容
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

と
、
話
題
に
こ
と
欠
か
な
い
展
開
が
続
い
て
い
る
。

者
で
あ
る
省
エ
ネ
に
積
極
的
に
取

り
組
む
企
業
の
「
達
人
」
と
呼
ば

れ
る
担
当
者
か
ら
生
の
声
を
聞
い

て
い
く
。

　

な
お
、
本
紙
５
面
で
も
紹
介
し

て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
放
映

し
た
番
組
は
、
日
本
テ
ク
ノ
の
運

営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
誰
で
も
閲
覧
可
能
に
な
っ
て

い
る
。

　

同
番
組
は
毎
週
水
曜
の
夜
９
時

54
分
か
ら
５
分
間
、
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ

ン
（
テ
レ
ビ
東
京
系 

Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
７
ch
）で
放
映
さ
れ
て
い
る
。

放
映
開
始
は
２
０
１
０
年
７
月
。

番
組
の
入
れ
替
わ
り
が
多
い
中
、

今
年
７
月
で
３
年
目
に
突
入
し
、

長
寿
番
組
と
し
て
も
そ
の
名
を
知

ら
れ
つ
つ
あ
る
。
２
０
１
２
年
５

月
30
日
の
放
送
で
第
１
０
０
回
目

を
迎
え
、
現
在
も
毎
週
回
数
を
重

ね
て
い
る
。

　

内
容
は
、
企
業
の
省
エ
ネ
活
動

や
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
て
い
く
実
用
的
な
情
報
番

組
。電
気
の
省
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、

社
内
の
意
識
改
革
や
原
材
料
の
有

効
活
用
な
ど
事
業
活
動
全
般
に
わ

た
っ
て
、
明
日
か
ら
で
も
試
せ
る

ノ
ウ
ハ
ウ
が
満
載
だ
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
２
年
６
月
20

日
放
送
分
か
ら
は
、
構
成
内
容
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
そ
れ
ま
で
な
か

っ
た
リ
ポ
ー
タ
ー
を
立
て
、
出
演

田代 沙織 
たしろさおり。1984年、東京都出
身。2012 年 6月20日放送分か
ら番組のリポーターを務める。省エ
ネの達人たちから、節電のノウハウ
やリサイクルのコツなど有用な情報
を引き出していく。趣味は、ダンス、
読書、映画鑑賞。特技は、落語、な
ぞかけ、早口言葉。

reporter

１００回 突破
３年目 突入
リニューアル

構成内容をリニューアルした『省エネの達人「企業編」』の撮影風景。リポーターの田代沙織さんが、
登場企業の担当者である「達人」から、省エネ手法を聞き出している。

　

２
０
１
２
年
５
〜
６
月
初
旬
に
か
け
て
、
日
本
テ
ク
ノ
で
は
３
つ
の
展
示
会
に
出
展
し
、

同
時
期
に
本
社
内
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
お
い
て
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
来
場
者
数

は
い
ず
れ
も
想
定
を
上
回
り
、
省
エ
ネ
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

工作機械の展示会
ワークショップも開催

運用改善のポイントと
ビルオーナーは見逃せない

子メーターの知識

高齢者の住まいや
介護・医療の展示会
「見える化」でサポート

環境省主催の環境イベント
エコキャッチコピーを募集
細野豪志大臣が来展

MEX金沢2012省エネのつぼシリーズ セミナー第２弾高齢者住宅フェア2012エコライフ・フェア2012

一定時間ごとの節電設定で特許取得
　

２
０
１
２
年
４
月
、
日
本
テ

ク
ノ
は
30
分
間
隔
な
ど
一
定
時

間
ご
と
に
ア
ラ
ー
ム
を
鳴
ら

し
、
節
電
を
促
す
技
術
に
つ
い

て
特
許
（
第
４
９
６
２
８
１
３

号
「
上
手
な
電
気
の
使
い
方
モ

ー
ド
（
ア
ラ
ー
ム
出
力
装
置
、

ア
ラ
ー
ム
出
力
方
法
）」
を
取

得
し
た
。

　

従
来
の
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
装
置
は
、
ピ
ー
ク
時
の

目
標
デ
マ
ン
ド
値
を
設
定
し
、

そ
れ
を
超
え
る
部
分
の
電
力
制

御
を
行
っ
て
い
た
。
日
本
テ
ク

ノ
の
特
許
技
術
は
30
分
ご
と
に

目
標
デ
マ
ン
ド
値
を
設
定
で

き
、
設
定
値
の
ロ
ー
ド
カ
ー
ブ

に
合
わ
せ
各
時
間
で
節
電
が
可

能
に
な
る
。
超
過
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
警
報
を
鳴
ら
す
だ

け
で
な
く
、
自
動
で
空
調
な
ど

を
制
御
す
る
の
も
可
能
だ
。

従来のデマンドコントローラーは、単一の目標デマンド値に対して空調などの機器を制御していたが、
日本テクノの特許技術は30分ごとの設定ができ、より細かな制御が可能になっている。

特許技術 各超過分をカット

設
定
し
た
ロ
ー
ド

カ
ー
ブ
に
合
わ
せ

超
過
す
る
部
分
を

そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
ト

0 3 6 9 12 15 18 21 23

従 来

１
つ
の
目
標
デ
マ

ン
ド
値
を
設
定
し
、

そ
れ
を
超
え
る
部

分
を
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト

この部分だけをカット

0 3 6 9 12 15 18 21 23

③ 画面をスクロールしていくと「デマンド閲覧
サービスへ」のボタンが表示される。

ス
ク
ロ
ー
ル

http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.n-techno.co.jp/news/events/index.html
http://www.setubikaizen.com/contents_k/indivi01.html
http://www.eco-tatsujin.jp/


（ 5 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 夏季　【季刊】

　ここで紹介しているエコノウハウは BS ジ
ャパン（テレビ東京系 -BS デジタル 7ch）に
て放映中の「省エネの達人『企業編』」番組
内で紹介されたもの（放送回数と放送日は記
事内に記載）。毎週水曜夜 9時 54 分から 5分
間の省エネ情報番組だ。
　また過去の放映分は番組バックナンバー
を再生できるウェブサイトもあり、左記の
URL にアクセスすれば誰でも無料で閲覧可
能。上の４つの番組もアーカイブされている。

番組バックナンバー配信中
http://www.eco-tatsujin.jp/

東京・吉祥寺 ◎ 吉祥ビル

に
あ
り
ま
す
」（
同
氏
）

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
導
入
時
は
前

任
の
保
安
管
理
者
か
ら
子
メ
ー

タ
ー
の
交
換
を
指
摘
さ
れ
、
費

用
の
見
積
も
り
を
提
示
さ
れ
て

い
た
時
期
。
そ
の
提
示
金
額
が

疑
問
だ
っ
た
高
島
さ
ん
は
、
日

本
テ
ク
ノ
の
提
案
す
る
サ
ー
ビ

ス
導
入
を
即
決
し
た
。
こ
れ
で

懸
案
の
子
メ
ー
タ
ー
も
デ
ジ
タ

ル
の
最
新
型
に
交
換
で
き
た
。

　
「
今
ま
で
の
よ
う
な
オ
ー
ナ

ー
が
計
算
す
る
電
気
料
金
で
は

な
く
、
１
円
単
位
で
明
確
に
算

出
さ
れ
る
専
門
業
者
の
請
求
書

が
届
く
よ
う
に
な
り
、
テ
ナ
ン

ト
さ
ん
か
ら
の
信
頼
も
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
高

島
さ
ん
。
先
日
テ
ナ
ン
ト
で
漏

電
が
あ
っ
た
際
の
日
本
テ
ク
ノ

の
迅
速
な
対
応
に
も
、
安
心
感

を
抱
い
た
と
い
う
。

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
導
入
で
得
ら

れ
た
幾
多
の
メ
リ
ッ
ト
は
高
島

さ
ん
の
作
品
づ
く
り
に
も
い
い

影
響
を
与
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

住
ん
で
み
た
い
街
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
常
に
上
位
に
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
る
吉
祥
寺
（
東
京

都
武
蔵
野
市
）。
そ
の
中
心
で

あ
る
吉
祥
寺
駅
か
ら
徒
歩
10
分

弱
の
場
所
に
、
エ
コ
テ
ナ
ン
ト

を
導
入
し
た
吉
祥
ビ
ル
が
あ

る
。
地
上
３
階
地
下
１
階
。
こ

こ
に
は
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、

カ
フ
ェ
、
ダ
ン
ス
教
室
な
ど
吉

祥
寺
ら
し
い
文
化
的
な
テ
ナ
ン

ト
が
入
居
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
自
宅
も
３
階
に

あ
る
。
高
齢
の
両
親
に
代
わ
っ

て
実
質
的
な
ビ
ル
管
理
を
し
て

い
る
の
は
ご
子
息
の
高
島
伸
浩

さ
ん
だ
。
高
島
さ
ん
は
、
絵
画

や
造
形
作
品
、
木
工
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
を
山
梨
に
あ
る
自
宅

ア
ト
リ
エ
で
制
作
し
て
い
る
美

術
家
。
ち
な
み
に
、
山
梨
の
家

も
自
ら
の
手
づ
く
り
だ
。

　

高
島
さ
ん
は
何
ら
か
の
管
理

業
務
が
あ
る
ご
と
に
山
梨
か
ら

こ
の
吉
祥
ビ
ル
へ
足
を
運
ぶ
。

　
「
毎
月
の
電
気
代
請
求
の
仕

事
は
本
当
に
手
間
で
し
た
。
東

京
電
力
の
検
針
日
に
合
わ
せ
て

子
メ
ー
タ
ー
を
読
み
、
各
テ
ナ

ン
ト
に
振
り
分
け
て
計
算
。
と

き
に
は
数
字
が
合
わ
ず
に
、
多

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
分
を
オ
ー

ナ
ー
負
担
に
回
す
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
仕
事
か
ら
解

放
さ
れ
た
だ
け
で
も
、
エ
コ
テ

ナ
ン
ト
を
入
れ
た
価
値
は
十
分

負担解消とテナントの信頼獲得、もしものときの安心も
懸案だった子メーター交換がサービス導入で解決

エコテナントユーザーレポート

ビル正面にある植え込みには山梨の自宅
アトリエでつくったオブジェを置いている。

　

福
岡
県
福
津
市
の
神
湊
西
海
岸
に
あ
る
和
風
旅
館 

弥

太
楼 

華
杏
（
や
た
ろ
う 

は
な
あ
ん
ず
）
は
、
玄
界
灘
を

臨
み
、
近
海
で
捕
れ
た
新
鮮
な
海
の
幸
を
提
供
す
る
人
気

の
宿
。
宴
会
場
も
３
つ
あ
り
、
宿
泊
だ
け
で
な
く
会
食
や

法
事
な
ど
で
の
利
用
客
も
多
い
。２
０
１
２
年
４
月
３
日
、

全
国
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
季
節
外
れ
の
強
烈
な
低
気
圧

が
こ
の
施
設
を
襲
い
、
強
風
が
停
電
を
引
き
起
こ
し
た
。

2012年 4月3日（火）
 06:07  日本テクノ監視センター

が停電通報を受ける
 07:25  緊急応動要請を受けた

電気管理技術者・神田
定雄が現場到着

 14:00頃  徐々に強風が収まり柱上
の調査が可能に。順次、
仮復旧を実施

 20:20  PAS、VCT、高圧ケー
ブルの交換工事を完了
し、全面復旧

事故発生から復旧まで

福岡県福津市 ◎ 和風旅館 弥太楼 華杏（やたろう はなあんず）

の
原
因
は
激
し
い
強
風
も
し
く

は
飛
来
物
の
衝
突
に
よ
る
柱
上

設
備
の
破
損
だ
。
９
時
に
は
笹

本
も
到
着
し
、
急
行
し
て
い
た

日
本
テ
ク
ノ
技
術
サ
ー
ビ
ス
部

の
社
員
と
と
も
に
、
天
候
回
復

を
待
ち
な
が
ら
交
換
す
る
Ｐ
Ａ

Ｓ
な
ど
の
部
材
や
高
所
作
業
用

の
機
器
を
手
配
し
て
い
っ
た
。

▼ 

同
日　

14
時
頃
〜　

　

午
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
強

風
が
収
ま
り
だ
し
、
柱
上
の
調

査
も
可
能
に
な
っ
た
。
調
査
で

は
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
の
破
損
も
確

認
し
た
。
そ
の
時
点
で
よ
う
や

く
電
力
会
社
と
協
力
し
、
通
電

の
仮
復
旧
が
な
さ
れ
た
。
や
が

て
雨
も
あ
が
り
始
め
、
手
配
し

て
い
た
部
材
も
到
着
。
Ｐ
Ａ
Ｓ

や
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
交
換

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

近
隣
で
も
多
数
の
停
電
が
発
生

し
て
い
た
た
め
、
不
安
定
な
送

電
状
況
に
影
響
を
受
け
な
が
ら

の
慎
重
な
作
業
だ
っ
た
。
工
事

を
終
え
た
の
は
20
時
20
分
。
停

電
事
故
が
起
こ
っ
た
そ
の
日
の

う
ち
に
完
全
復
旧
で
き
た
。

▼
ユ
ー
ザ
ー
の
声

　

今
回
の
工
事
は
日
本
テ
ク
ノ

保
証
サ
ー
ビ
ス
の
適
応
条
件
を

満
た
し
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の

工
事
費
負
担
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
同
館
専
務
取
締
役
の

髙
島
亮
一
さ
ん
は
「
不
慮
の
事

故
と
は
い
え
、
お
客
様
に
迷
惑

を
掛
け
、
さ
ら
に
工
事
費
の
負

担
で
は
倍
の
苦
し
み
で
す
。
費

用
負
担
が
な
い
だ
け
で
も
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

▼
４
月
３
日　

６
時
７
分

　

こ
の
時
期
で
は
過
去
最
大
と

い
わ
れ
る
低
気
圧
が
日
本
を
縦

断
し
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し

た
日
。
日
本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン

タ
ー
に
同
館
の
停
電
通
報
が
入

る
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
担
当
の
電

気
管
理
技
術
者
・
笹
本
洋
へ
連

絡
を
入
れ
る
が
、
笹
本
は
別
の

現
場
の
緊
急
対
応
中
で
到
着
ま

で
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
近

く
に
い
る
技
術
者
の
神
田
定
雄

に
対
応
を
要
請
。
異
常
気
象
で

電
力
会
社
側
が
送
電
を
停
止
し

た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
確
認

作
業
に
も
時
間
を
要
し
た
。

▼ 

同
日　

７
時
25
分

　

神
田
が
現
地
に
到
着
。
原
因

究
明
に
向
け
て
絶
縁
調
査
を
始

め
て
い
く
が
、
強
風
の
影
響
で

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
。
肝
心

な
柱
上
で
の
作
業
が
で
き
な
い

か
ら
だ
。
だ
が
電
柱
に
設
置
さ

れ
た
Ｐ
Ａ
Ｓ
（
高
圧
負
荷
開
閉

器
）
の
碍
子
が
破
損
し
て
い
る

の
は
目
視
確
認
で
き
た
。
停
電

激しい強風による停電事故
天候の回復も手伝い、即日の完全復旧

ドキュメントテクノビジネス

群馬県前橋市 ◎ 宇田榮二さん宅

け
る
。
暖
か
い
部
屋
で
朝
を
迎

え
、
電
源
を
切
っ
て
も
日
中
は

余
熱
で
十
分
に
暖
か
い
。
も
ち

ろ
ん
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
も
深
夜
電

力
を
使
い
、
効
率
的
な
設
備
の

利
用
方
法
を
追
求
し
て
い
る
。

さ
ら
に
日
中
の
電
力
は
太
陽
光

発
電
で
賄
う
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
余
剰
分
を
売
電
に
回
す
。

　
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
先
に
設

置
さ
れ
た
完
成
前
の
１
カ
月
は

電
気
を
使
わ
な
い
た
め
、
す
べ

て
売
電
し
て
約
７
万
８
０
０
０

円
に
な
り
ま
し
た
。
自
宅
や
事

務
所
で
一
日
中
電
気
を
使
う
現

在
も
、
差
し
引
き
約
２
万
５
０

０
０
円
の
プ
ラ
ス
で
す
。
や
は

り
太
陽
光
発
電
や
電
気
設
備
に

こ
だ
わ
っ
た
の
は
正
解
で
し

た
」
と
宇
田
さ
ん
は
言
う
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
導
入
時
に

は
国
や
自
治
体
か
ら
の
補
助
金

制
度
も
活
用
し
た
。
だ
が
、
年

度
末
で
各
種
補
助
金
の
締
切
が

迫
っ
て
い
た
た
め
、
需
要
が
増

え
パ
ネ
ル
調
達
が
で
き
な
い
と

受
注
を
断
る
業
者
も
あ
っ
た
と

い
う
。「
そ
れ
で
も
、
パ
ネ
ル

調
達
も
設
置
も
補
助
金
申
請

も
、
す
べ
て
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん

の
迅
速
な
対
応
で
活
用
で
き

た
。
結
果
的
に
一
番
い
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
設
置
で
き
ま
し
た
」

と
宇
田
さ
ん
は
営
業
担
当
の
対

応
に
も
満
足
し
て
い
る
。

　

７
月
か
ら
企
業
向
け
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
い
取

り
制
度
が
始
ま
っ
た
。
宇
田
さ
ん

の
よ
う
に
太
陽
光
発
電
で
省
エ

ネ
を
考
え
る
人
は
増
え
て
い
る
。

　
「
環
境
を
考
え
て
、
太
陽
光

発
電
や
省
エ
ネ
設
備
を
入
れ
る

こ
と
は
決
め
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
せ
っ
か
く
建
て
る
な
ら

一
番
効
率
の
よ
い
建
物
に
し
よ

う
と
考
え
て
設
計
し
た
ん
で

す
」
と
話
す
群
馬
県
前
橋
市
在

住
の
宇
田
榮
二
さ
ん
。
２
０
１

１
年
２
月
、
新
築
す
る
自
宅
兼

事
務
所
に
大
容
量
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

　

宇
田
さ
ん
は
、配
管
や
消
防
、

電
気
設
備
の
工
事
を
行
う
会
社

の
経
営
者
。
そ
の
知
識
と
経
験

は
自
宅
の
省
エ
ネ
型
住
ま
い
づ

く
り
に
生
か
さ
れ
る
。

　
「
発
電
す
る
の
に
最
適
な
方

位
と
傾
斜
角
度
を
計
算
し
ま
し

た
。
こ
の
地
域
は
西
日
の
ほ
う

が
強
い
た
め
建
屋
を
若
干
西
向

き
に
し
た
り
、
傾
斜
角
度
を
最

適
に
す
る
た
め
、
屋
根
も
片
流

れ
に
し
た
ん
で
す
」（
同
氏
）

　

選
ん
だ
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
三

洋
の
９
・
03
㌔
㍗
シ
ス
テ
ム
。

オ
ー
ル
電
化
で
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、

床
暖
房
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ

ー
タ
ー
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
す
べ

て
省
エ
ネ
型
を
選
択
し
た
。

　

電
気
料
金
は
夜
間
が
割
安
に

な
る
プ
ラ
ン
に
し
、
冬
場
は
、

早
朝
の
ま
だ
電
気
代
が
安
い
時

間
に
タ
イ
マ
ー
で
床
暖
房
を
つ

太陽光の発電効率と電気設備の使用効率を追求

省エネを考え抜いた住まいづくり

SG事業部太陽光発電導入事例

宇田さん宅の片流れ屋根に設置された大型の太陽光パネル。

「
省
エ
ネ
の
達
人
」
に
学
ぶ 

エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

達人たちの映像はBS放送やウェブサイトで

の
パ
イ
プ
を
利
用
し
て
手

づ
く
り
の
散
水
装
置
を
取

り
つ
け
た
。
室
外
機
の
上

部
に
一
定
間
隔
で
穴
を
開

け
た
パ
イ
プ
を
は
わ
せ
、

そ
の
端
を
水
道
に
つ
な
が

っ
た
ホ
ー
ス
に
接
続
。
水

道
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、

シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
室
外

機
に
向
け
散
水
さ
れ
る
。

　

夏
場
の
７
〜
９
月
は
毎

日
14
時
か
ら
４
時
間
、
こ

の
自
作
水
冷
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
。
水
を
使
う
の
で
水

道
料
金
は
前
年
比
１
４
０

％
増
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
18
％
削
減
で
き
た
電

気
料
金
の
削
減
分
で
増
加

コ
ス
ト
は
十
分
回
収
で
き

る
。
今
後
、
雨
水
利
用
な

ど
の
改
良
を
加
え
れ
ば
、

さ
ら
な
る
エ
コ
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。

「明雪運輸 株式会社」
はじまりは「節電」の貼り紙　今日も天然ガス自動車で配送します

【第 89回】2012 年 3月14日放送分
　

大
型
冷
凍
倉
庫
の
室
外

機
に
手
づ
く
り
の
工
夫
を

凝
ら
す
こ
と
で
、
電
気
料

金
を
18
％
削
減
で
き
た
省

エ
ネ
の
「
技
」。
そ
れ
を

実
践
し
て
い
る
の
が
神
奈

川
県
綾
瀬
市
の
明
雪
運
輸 

株
式
会
社
だ
。

　

同
社
の
室
外
機
は
、
夏

場
の
西
日
が
強
く
当
た
る

場
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
し
よ
う
と
、
廃
材

自作の室外機水冷システム

常
に
つ
い
た
ま
ま
の
状
態

に
し
て
い
た
。

　

し
か
し
同
店
は
24
時
間

営
業
。
１
階
で
も
空
調
は

稼
働
し
て
い
て
常
に
温
度

管
理
は
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
１
階
に
ス
ペ
ー

ス
を
つ
く
り
、
２
階
に
置

い
て
い
た
食
材
を
す
べ
て

移
動
さ
せ
る
こ
と
に
。
こ

れ
で
、
そ
れ
ま
で
止
め
る

こ
と
な
く
使
用
し
て
い
た

２
階
の
空
調
を
停
止
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

今
ま
で
２
階
に
倉
庫
が

あ
り
空
調
が
常
時
稼
働
し

て
い
る
の
は
当
た
り
前
だ

っ
た
。そ
の
当
た
り
前
も
、

少
し
違
っ
た
角
度
か
ら
見

直
し
て
み
る
こ
と
で
大
き

な
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
。

も
う
一
度
、
周
囲
の
見
直

し
を
し
て
み
た
い
。

「エイアンドダブリュ沖縄 株式会社」
お客様に愛されて50年！ 全社をあげて省エネに取り組んでいます

【第90回】2012年 3月21日放送分
　

そ
れ
ま
で
24
時
間
稼
働

さ
せ
て
い
た
空
調
を
、
ア

イ
デ
ア
一
つ
で
ほ
と
ん
ど

使
わ
な
い
よ
う
に
し
た

「
技
」。
沖
縄
県
沖
縄
市
の

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
レ
ス
ト

ラ
ン
・
Ａ
＆
Ｗ
美
里
店
の

取
り
組
み
だ
。

　

同
店
で
は
、
店
舗
の
２

階
に
あ
っ
た
１
室
を
食
材

の
倉
庫
と
し
て
利
用
し
て

い
た
。
食
材
だ
け
に
温
度

管
理
が
必
要
で
、
空
調
は

空調を止めた配置換え

鈴
紙
器
（
神
奈
川
県
相
模

原
市
）
に
は
、
社
員
全
員

の
省
エ
ネ
意
識
を
高
め
る

「
技
」
が
あ
っ
た
。

　

全
社
員
か
ら
節
電
川
柳

を
募
集
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

イ
ベ
ン
ト
。
集
ま
っ
た
川

柳
の
数
は
、
社
員
数
を
も

上
回
り
、
最
優
秀
賞
か
ら

佳
作
ま
で
優
れ
た
作
品
が

選
ば
れ
た
。「
削
り
ま
し

ょ
う
無
駄
な
費
用
も
電
力

も
」「
ま
だ
あ
る
ぞ
節
電

対
策
す
る
と
こ
ろ
」「
ひ

と
り
じ
ゃ
な
い
み
ん
な
で

が
ん
ば
る
身
近
な
節
電
」

　

川
柳
を
考
え
る
こ
と
で

気
持
ち
は
高
ま
り
、
貼
り

出
さ
れ
た
仲
間
の
川
柳
に

刺
激
さ
れ
意
識
が
継
続
し

て
い
く
。
そ
れ
が
、
全
社

的
な
省
エ
ネ
意
識
の
向
上

に
つ
な
が
っ
た
。

「株式会社 東鈴紙器」
省エネ標語を作って意識向上！「まだあるぞ、節電対策するところ」

【第91回】2012年 3月28日放送分
　

企
業
で
実
施
す
る
省
エ

ネ
活
動
。
そ
の
成
否
を
分

け
る
ポ
イ
ン
ト
は
社
員
一

人
ひ
と
り
の
意
識
に
か
か

っ
て
い
る
。
省
エ
ネ
に
向

か
う
意
識
を
い
か
に
高

め
、持
続
さ
せ
る
か
。
今
、

各
企
業
で
さ
ま
ざ
ま
な
試

み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

地
元
自
治
体
か
ら
節
電

大
賞
の
表
彰
を
受
け
、
消

費
電
力
の
38
％
削
減
に
も

成
功
し
た
株
式
会
社 

東

節電川柳が社内を活性化

け
ら
れ
、
各
社
員
の
席
ご

と
に
入
り
切
り
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
あ
る
。
席
を

離
れ
る
際
は
、
す
ぐ
に
ひ

も
ス
イ
ッ
チ
を
引
い
て
照

明
を
消
せ
る
。

　

し
か
も
、
ひ
も
の
先
端

に
は
、
そ
の
蛍
光
灯
を
使

っ
て
い
る
社
員
の
名
札
が

つ
け
て
あ
る
。
誰
が
使
っ

て
い
る
照
明
な
の
か
一
目

で
わ
か
る
の
だ
。
人
が
い

な
い
の
に
、
蛍
光
灯
が
つ

い
た
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
周

囲
の
目
線
は
自
然
と
そ
の

名
札
に
集
ま
る
。
い
つ
も

そ
の
中
で
仕
事
を
す
る
社

員
は
、
消
し
忘
れ
に
対
し

敏
感
に
な
っ
て
い
く
。
も

ち
ろ
ん
下
が
っ
て
い
る

名
札
の
中
に
は
、「
会
長
」

や
「
社
長
」
の
文
字
が
記

さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

「株式会社 ユース」
蛍光灯に名札を提げて　社内の省エネ意識みごと向上 !!

【第 92回】2012 年 4月4日放送分
　

小
ま
め
な
節
電
行
動
、

省
エ
ネ
意
識
の
向
上
、
責

任
感
の
醸
成
…
…
。
何
気

な
い
小
さ
な
ア
イ
デ
ア
で

い
く
つ
も
の
目
的
を
遂
げ

ら
れ
る
欲
張
り
な
「
技
」

が
あ
っ
た
。
埼
玉
県
狭
山

市
の
株
式
会
社 

ユ
ー
ス

が
実
践
し
て
い
る
取
り
組

み
だ
。

　

同
社
オ
フ
ィ
ス
の
照
明

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蛍
光
灯

に
、
ひ
も
ス
イ
ッ
チ
が
つ

ひもスイッチの先には名前

玄界灘の勝浦浜を臨む海沿いの和風旅館 弥太楼 華杏（や
たろう はなあんず）。円内は今回の事故で交換した柱上の
PAS。事故の原因は、ＰＡＳやそれにつながる高圧ケーブ
ルが、強風もしくは飛来物の衝突によって破損したこと。

高
島
伸
浩
さ
ん

宇田榮二さん

http://www.eco-tenant.jp/
http://cubicle-hoan.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20120314.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20120321.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20120328.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20120404.html


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 夏季　【季刊】

●キュービクル常時監視システム販売および電力コンサルティング ●高圧電気設備保安管理・点検業務 ●電気料金自動検針事業 ●電力取引事業 ●一般電気工事 ●住宅省エネ化事業

お問い合わせは info@n-techno.co.jp www.n-techno.co.jp0120-308-498
※「SMARTMETER」（スマートメーター）は、日本テクノ（株）の登録商標です。

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 夏季　【季刊】

「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

導入事例

　

福
岡
県
福
岡
市
で
家
具
販

売
店
を
営
む
株
式
会
社 

河

村
家
具
。
３
階
建
て
店
舗
に

は
ソ
フ
ァ
や
ベ
ッ
ド
な
ど
の

大
型
家
具
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア

雑
貨
ま
で
、
え
り
す
ぐ
り
の

商
品
が
並
ぶ
。
創
業
１
０
２

年
、
地
元
の
老
舗
企
業
だ
。

　
「
以
前
、
空
調
の
自
動
制

御
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
と

き
、
電
気
料
金
は
思
い
通
り

に
削
減
で
き
な
か
っ
た
。
納

入
業
者
は
『
今
年
の
夏
は
暑

か
っ
た
の
で
』
と
答
え
る
ば

か
り
で
す
。
そ
ん
な
経
験
か

ら
、
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
の
提

案
も
真
に
受
け
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
話
す
の
は
専
務

取
締
役
の
河
村
幸
宏
さ
ん
。

　

河
村
さ
ん
の
誤
解
を
解
消

し
、
導
入
の
決
め
手
と
な
っ

た
の
は
「
人
が
や
る
」
省
エ

ネ
だ
っ
た
こ
と
。「
仕
組
み

を
聞
く
と
『
警
報
が
鳴
っ
た

ら
、
自
分
で
切
る
』
と
返
っ

て
き
た
。
こ
れ
は
私
自
身
の

考
え
と
一
致
し
ま
し
た
。
電

気
を
使
う
当
人
が
後
始
末
も

す
る
の
は
当
然
。
理
に
か
な

っ
て
い
ま
す
」（
同
氏
）。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
は
、
電

気
の
「
見
え
る
化
」
が
、
そ

れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
行

動
を
見
直
し
、
よ
り
無
駄
の

な
い
使
い
方
を
進
め
る
契
機

に
な
っ
た
。
出
社
し
た
ら
す

べ
て
の
照
明
を
つ
け
な
く
て

は
い
け
な
い
と
い
う
習
慣

は
、
時
間
と
区
域
を
特
定
し

た
点
灯
ル
ー
ル
に
変
更
。
照

明
ス
イ
ッ
チ
に
色
分
け
し
た

ラ
ベ
ル
を
貼
り
、
開
店
前
の

「
掃
除
灯
」
や
閉
店
後
の
「
残

務
灯
」な
ど
名
前
を
つ
け
た
。

ま
た
営
業
時
間
は
常
に
空
調

を
つ
け
て
お
く
と
い
う
習
慣

も
、
昼
休
み
に
は
食
堂
の
空

調
を
つ
け
事
務
所
は
消
し
て

お
く
と
い
っ
た
ル
ー
ル
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
「
人
が
や
る
」

省
エ
ネ
の
結
果
、
２
０
１
１

年
の
契
約
電
力
は
導
入
前
の

２
０
０
６
年
に
比
べ
78
㌔
㍗

も
削
減
で
き
て
い
る
。

導
入
の
決
め
手
は「
人
が
や
る
」省
エ
ネ

「
見
え
る
化
」は
当
た
り
前
を
見
直
し

新
た
な
使
い
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

福岡県福岡市西区福重4-3-8
TEL　092（882）3232
URL　http://www.k-kag.com/
創業●1910 年 9月
従業員数●25名
業務内容●家具などの小売販売

株式会社 河村家具

株
式
会
社 

河
村
家
具

　

大
阪
府
東
大
阪
市
に
あ
る

東
大
阪
冷
蔵 

株
式
会
社
は

冷
凍
食
品
の
保
管
・
配
送
を

行
う
低
温
物
流
の
専
門
企

業
。
関
西
物
流
圏
の
要
所
で

あ
る
東
大
阪
市
の
内
陸
部
に

冷
凍
倉
庫
を
か
ま
え
る
こ
と

で
関
西
一
円
を
カ
バ
ー
す
る

流
通
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
省
エ
ネ
活
動
は
、

徹
底
し
た
検
証
が
特
徴
。
実

行
す
る
の
は
「
省
エ
ネ
は
趣

味
」
と
言
う
代
表
取
締
役
の

柴
村
恭
弘
さ
ん
だ
。

　

同
社
で
最
も
多
く
の
電
力

を
消
費
す
る
の
は
冷
凍
機
。

こ
れ
を
い
か
に
効
率
的
に
稼

働
さ
せ
る
か
が
成
否
を
分
け

る
。
警
報
時
な
ど
目
標
の
デ

マ
ン
ド
ピ
ー
ク
を
超
え
そ
う

な
と
き
に
は
、
商
品
管
理
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
複
数
の

冷
凍
機
を
無
理
な
く
制
御
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
「
冷
凍
庫
内
の
温
度
や
消

費
電
力
の
変
化
を
把
握
す
る

た
め
、
何
度
も
実
験
し
検
証

を
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー

に
確
認
し
な
が
ら
各
冷
凍
機

の
電
源
を
入
り
切
り
す
る
ん

で
す
。
そ
の
と
き
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
を
使
っ
て
起
動
時
や
電
源

を
切
っ
た
際
の
電
力
の
変
化

を
測
定
し
ま
す
」（
同
氏
）

　

検
証
の
結
果
、
冷
凍
機
の

年
式
や
庫
内
の
荷
受
状
況
と

い
っ
た
細
か
な
条
件
で
、
消

費
電
力
は
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
そ
う
し
て

蓄
積
し
た
デ
ー
タ
が
警
報
時

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　
「
警
報
が
鳴
る
と
、
当
日

の
荷
受
状
況
や
バ
ラ
ン
ス
を

み
て
、
ど
の
冷
凍
機
を
止
め

れ
ば
よ
い
か
す
ぐ
に
判
断

し
、
該
当
す
る
冷
凍
機
を
止

め
ま
す
。
検
証
し
た
結
果
な

の
で
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
過
去
に
一
度
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
デ
マ
ン
ド
も
下

げ
ら
れ
ま
し
た
」（
同
氏
）

　

今
後
は
冷
凍
機
の
入
れ
替

え
も
計
画
し
て
い
る
同
社
。

省
エ
ネ
効
果
を
数
字
で
確
認

し
て
い
る
の
で
投
資
も
し
や

す
く
な
っ
た
と
い
う
。

「
見
え
る
化
」の
徹
底
検
証
で

見
極
め
る
こ
と
が
で
き
た

警
報
時
に
停
止
可
能
な
設
備

大阪府東大阪市本庄西1-8-34
TEL　06（6745）5225
URL　http://www.higashiosaka-cold.jp/
設立●1974 年2月
従業員数● 8 名
業務内容●冷蔵倉庫

東大阪冷蔵 株式会社

東
大
阪
冷
蔵 

株
式
会
社

手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
で
も

使
用
状
況
が
わ
か
る
サ
ー
ビ
ス
で

省
エ
ネ
活
動
の
対
象
に

静岡県藤枝市仮宿1385-2
TEL　054（646）6721
設立●1988 年 5月
従業員数●15名
業務内容●製版業（フレキソ製版）

中部眞永 株式会社

中
部
眞
永 

株
式
会
社

毎
週
の
朝
礼
で
呼
び
掛
け
を
継
続

エコ
委
員
会
は
最
低
で
も
月
１
回

維
持
さ
れ
た
モ
チ
ベー
ションの
成
果

　
「
省
エ
ネ
活
動
の
継
続
に

は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

が
大
切
で
す
」
と
話
す
の
は

ワ
ヨ
ー 

株
式
会
社 

総
務
部

の
河
合
寿
士
さ
ん
。
社
内
の

省
エ
ネ
活
動
を
統
括
す
る
エ

コ
リ
ー
ダ
ー
だ
。

　

同
社
は
１
９
８
２
年
の
創

業
以
来
「
売
れ
る
売
り
場
づ

く
り
」
を
追
求
し
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ

製
造
を
中
心
と
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
セ
ー
ル
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
業
務
に

携
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
業
界
内
で
も
注
目
を

集
め
る
ほ
ど
だ
。
一
方
で
、

企
業
活
動
と
環
境
問
題
は
切

り
離
せ
な
い
と
の
認
識
を
持

ち
、
全
社
的
な
省
エ
ネ
活
動

に
も
取
り
組
む
。

　

９
階
建
て
本
社
ビ
ル
の
全

空
調
を
最

新
の
省
エ

ネ
タ
イ
プ

に
変
更
し

た
の
に
合

わ
せ
、
省

エ
ネ
活
動

も
本
格

毎
週
の
朝
礼
で
は
エ
コ
委
員

会
か
ら
の
情
報
提
供
や
活
動

報
告
を
続
け
る
。
す
で
に
社

内
に
は
省
エ
ネ
意
識
は
浸
透

し
て
い
る
が
、
エ
コ
委
員
会

の
啓
発
活
動
は
力
を
緩
め
な

い
考
え
だ
。
同
社
の
省
エ
ネ

を
支
え
て
い
る
の
は
繰
り
返

さ
れ
る
呼
び
掛
け
だ
っ
た
。

東京都台東区蔵前1-8-2
TEL　03（3866）1961
URL　http://www.wayo.co.jp/
設立●1982年 7月
従業員数●社員141名・パート102名
業務内容●セールスプロモーション全般

ワヨー 株式会社

　

栃
木
県
に
10
店
舗
、
福
島

県
に
２
店
舗
の
パ
チ
ン
コ
ホ

ー
ル
を
展
開
す
る
株
式
会
社

安
田
。
５
年
前
に
開
店
し
た

「
有
楽
会
館 

今
泉
店
」
は
４

０
０
台
以
上
の
遊
技
台
の
ほ

か
、
シ
ネ
マ
ル
ー
ム
や
カ
ラ

オ
ケ
ル
ー
ム
も
完
備
す
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
提
案

す
る
。

　

同
社
で
は
以
前
も
年
間
数

千
万
円
単
位
の
節
電
を
行
っ

て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
従

業
員
に
多
少
の
無
理
を
強
い

る
も
の
だ
っ
た
。「
開
店
前

は
原
則
、
空
調
を
つ
け
ず
に

作
業
を
行
う
の
で
、
汗
を
か

　

１
９
５
７
年
の
創
業
以

来
、「
健
康
・
安
全
・
安
心

な
生
鮮
食
品
を
お
届
け
し
た

い
」
と
い
う
理
念
で
地
域
に

根
差
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
展
開
し
て
い
る
株
式

会
社 

村
市
。
千
葉
県
東
金

市
の
「
村
の
市
場 

東
金
店
」

で
は
無
農
薬
野
菜
や
果
物
、

魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
が
並

び
、
昔
な
が
ら
の
対
面
販
売

式
の
売
り
場
が
、
古
き
良
き

時
代
の
市
場
を
思
わ
せ
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

１
１
年
７
月
。
デ
マ
ン
ド
ピ

ー
ク
15
％
削
減
と
い
う
明
確

な
目
標
を
掲
げ
、
省
エ
ネ
に

い
た
ス
タ
ッ
フ
は
少
し
疲
れ

た
表
情
で
開
店
を
迎
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
営
業

部
長
の
菅
谷
一
郎
さ
ん
。

　

そ
の
考
え
を
改
め
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
が
、
日
本

テ
ク
ノ
か
ら
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導

入
の
提
案
だ
っ
た
。
そ
の
と

き
デ
マ
ン
ド
や
電
気
料
金
の

仕
組
み
に
つ
い
て
も
初
め
て

知
り
、
無
理
の
な
い
省
エ
ネ

が
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
う

し
て
グ
ル
ー
プ
全
12
店
舗
へ

の
導
入
が
決
ま
っ
た
。

　
「
以
前
の
活
動
は
た
だ
闇

雲
に
進
む
だ
け
で
し
た
。
本

来
は
必
要
な
部
分
を
消
し
、

不
要
な
も
の
を
使
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。〝
見

え
る
化
〞
で
要
不
要
の
判
断

が
明
確
に
な
り
、
そ
れ
を
し

っ
か
り
と
共
有
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
」（
同
氏
）

　

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

で
は
全
店
舗
の
電
気
使
用
状

況
を
チ
ェ
ッ
ク
。
デ
ー
タ
を

比
較
し
て
、
店
舗
ご
と
に
異

な
っ
て
い
た
機
器
の
立
ち
上

取
り
組
ん
だ
。
ま
ず
は
冷
蔵

ケ
ー
ス
の
霜
取
り
時
間
に
着

目
。
店
内
の
冷
蔵
ケ
ー
ス
は

３
台
の
室
外
機
で
管
理
し
て

い
る
が
、
１
日
６
回
の
霜
取

り
が
３
台
と
も
同
じ
時
間
に

設
定
さ
れ
て
い
た
。
霜
取
り

後
は
冷
蔵
庫
内
の
温
度
を
一

気
に
下
げ
る
た
め
負
荷
が
増

え
デ
マ
ン
ド
が
上
が
る
。
こ

れ
を
各
機
30
分
ず
ら
し
て
設

定
。
ま
た
霜
取
り
が
終
わ
る

時
間
に
合
わ
せ
室
外
機
に
水

を
ま
い
て
負
荷
を
減
ら
し
、

頭
上
に
は
す
だ
れ
を
取
り
付

け
て
直
射
日
光
を
防
い
だ
。

　

さ
ら
に
店
内
で
は
冷
蔵
庫

の
設
定
温
度
も
見
直
す
。
生

鮮
食
品
の
あ
る
場
所
は
温
度

を
変
え
ず
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

飲
料
類
の
入
っ
て
い
る
冷
蔵

庫
の
冷
気
を
や
や
弱
め
に
変

更
。
あ
わ
せ
て
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
に
２
台
あ
る
在
庫
用
の
冷

蔵
庫
は
、
在
庫
を
極
力
抑
え

る
仕
入
体
系
の
見
直
し
で
１

台
を
使
用
停
止
に
し
た
。
年

末
年
始
な
ど
在
庫
が
増
え
る

げ
時
間
を
統
一
す
る
と
い
っ

た
ル
ー
ル
も
策
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
で
は
閉
店

後
に
必
ず
電
力
量
を
確
認
し

て
、
通
常
よ
り
１
㌔
㍗
で
も

多
け
れ
ば
、
ど
こ
か
に
消
し

忘
れ
が
あ
る
と
指
摘
で
き

る
。
今
後
は
節
約
し
た
経
費

で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
へ
の
設
備
改

善
も
実
施
し
て
い
く
考
え
。

際
は
冷
蔵
庫
と
し
て
使
う

が
、
ふ
だ
ん
は
常
温
の
倉
庫

と
し
て
利
用
す
る
。
そ
う
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
目
標

は
大
幅
に
ク
リ
ア
で
き
た
。

　
「
明
確
な
目
標
を
提
示
し

て
そ
の
達
成
の
た
め
に
み
ん

な
が
考
え
行
動
し
た
結
果
で

す
」
と
代
表
取
締
役
の
藤
城

吉
雄
さ
ん
は
話
す
。

「
見
え
る
化
」で
要
不
要
が
明
確
化

無
理
の
な
い
省
エ
ネ
活
動
や

全
店
統
一
ル
ー
ル
の
策
定
が
可
能
に

霜
取
り
時
間
の
設
定
変
更
、

室
外
機
へ
の
放
水
、仕
入
の
見
直
し
…

目
標
を
持
っ
た
活
動
で
ピ
ー
ク
を
抑
制

栃木県宇都宮市中今泉1-15-8
TEL　028（637）0988
URL　http://p-yk.co.jp/
設立●1988 年
従業員数●20名（今泉店）
業務内容●遊技業コンサルタント（遊技業経営）

千葉県東金市田間 310
TEL　0475（50）6018
URL　http://muraichi.jp/
設立●1957年 3月
従業員数●70名
業務内容●スーパーマーケット

株式会社 安田　有楽会館 今泉店

株式会社 村市  村の市場 東金店

7.5%

56kW

46kW

2kW

36kW

株
式
会
社 

安
田　

有
楽
会
館 

今
泉
店

株
式
会
社 

村
市　

村
の
市
場 

東
金
店

　

宮
城
県
仙
台
市
に
あ
る

「
や
ま
な
か
屋 

仙
台
中
山
吉

成
店
」。
経
営
母
体
は
、
東

北
６
県
で
39
店
舗
の
焼
肉
店

を
チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る
Ｋ
Ｙ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
本
社

は
岩
手
県
に
あ
り
自
慢
の
メ

ニ
ュ
ー
は
盛
岡
冷
麺
だ
。
北

海
道
産
の
最
高
級
の
馬
鈴
薯

を
使
用
し
、
各
店
で
毎
日
粉

か
ら
手
練
り
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
同
店
の
も
う
一

つ
の
こ
だ
わ
り
は
炭
火
焼

肉
。
た
だ
、
炭
火
は
電
気
や

ガ
ス
の
ロ
ー
ス
タ
ー
に
比
べ

て
放
熱
が
多
く
、
夏
は
空
調

の
負
荷
が
跳
ね
上
が
る
。
そ

タ
ー
で
農
業
用
の
遮
光
ネ
ッ

ト
を
購
入
し
、
そ
れ
で
室
外

機
を
覆
っ
た
。
85
％
の
遮
光

率
で
直
射
日
光
を
遮
り
、
負

担
軽
減
を
図
る
。

　
「
周
囲
の
助
言
や
テ
レ
ビ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
常

に
情
報
収
集
し
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
は
、
も
う
生
活
の
一

部
で
す
ね
」（
同
氏
）

猛
暑
を
乗
り
切
る
取
り
組
み

空
調
負
荷
の
増
加
を
抑
え

こ
だ
わ
り
の
炭
火
を
い
つ
ま
で
も

宮城県仙台市青葉区中山吉成1-1-8
TEL　022（303）8929　
URL　http://www.yamanakaya.jp/
設立●1986 年 3月
従業員数●37名
業務内容●焼肉レストラン

　

Ｋ
Ｙ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

や
ま
な
か
屋 

仙
台
中
山
吉
成
店

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、宮城、栃木、千葉、東京、神奈川、静岡、大阪、福岡の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

営業部長の菅谷一郎さん。

代表取締役の藤城吉雄さん。

ロ
ッ
ク
）
も
導
入
し
た
。

　
「
パ
ト
ラ
ン
プ
の
と
き
で

も
、
警
報
が
鳴
る
と
業
務
に

支
障
が
な
い
よ
う
一
時
的
に

空
調
を
切
り
デ
マ
ン
ド
を
抑

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
大
き
な
電
力
を
使
う

の
は
製
版
工
程
で
、
そ
の
部

分
に
は
手
が
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
」（
代
表
取
締
役

社
長
・
濱
本
芳
広
さ
ん
）

　

そ
れ
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
ス
マ

ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
に
よ
る
「
見

え
る
化
」
で
、
省
エ
ネ
の
意

識
は
変
化
し
た
。
手
つ
か
ず

だ
っ
た
製
版
工
程
で
は
、
大

き
な
電
力
を
使
う
露
光
機
の

使
い
方
が
変
わ
っ
た
。
露
光

機
は
蛍
光
灯
（
ケ
ミ
カ
ル
ラ

ン
プ
）
の
光
を
使
っ
て
製
版

の
原
料
と
な
る
樹
脂
に
文
字

や
図
柄
な
ど
の
図
版
を
焼
き

付
け
る
機
械
。
大
型
の
も
の

は
40
㍗
の
ラ
ン
プ
を
50
本
も

使
用
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
作

業
の
流
れ
に
ま
か
せ
露
光
機

を
稼
働
さ
せ
て
い
た
が
、「
見

え
る
化
」
後
は
、
図
版
が
一

　

静
岡
県
藤
枝
市
に
あ
る
中

部
眞
永 

株
式
会
社
。
ダ
ン

ボ
ー
ル
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷

に
特
化
し
た
樹
脂
製
版
の
企

画
、
デ
ザ
イ
ン
、
製
造
を
一

貫
し
て
手
掛
け
る
企
業
だ
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
パ
ト
ラ
ン
プ
で
デ
マ
ン

ド
警
報
を
知
ら
せ
る
旧
タ
イ

プ
か
ら
利
用
し
て
い
た
が
、

２
０
１
１
年
９
月
に
モ
ニ
タ

で
使
用
状
況
を
細
か
く
把
握

で
き
る
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
に
切
り
替

え
た
。同
時
に
工
場
内
に
は
、

時
計
の
周
囲
に
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
点
灯
で
電
気
の
無
駄
づ
か

い
が
わ
か
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
（
ス
マ
ー
ト
ク

定
量
そ
ろ
っ
て
か
ら
露
光
機

を
使
用
す
る
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
調
整
。
稼
働
回
数
を

減
ら
す
こ
と
で
使
用
電
力
や

作
業
時
間
も
短
縮
で
き
た
。

　

今
後
同
社
は
、
闇
雲
に
使

用
量
を
下
げ
る
の
で
は
な

く
、
生
産
効
率
も
考
え
た
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
省
エ
ネ
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

れ
で
も
、
契
約
電
力
や
電
気

使
用
量
を
抑
え
、
こ
れ
ま
で

の
猛
暑
を
乗
り
切
っ
て
き

た
。同
店
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

鈴
木
孝
典
さ
ん
は
「
こ
の
店

舗
に
は
省
エ
ネ
性
能
の
高
い

新
型
の
空
調
と
、
消
費
電
力

の
多
い
旧
型
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
稼
働
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
節
電
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
話
す
。

　

来
店
の
瞬
間
に
は
、
利
用

客
に
涼
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

う
た
め
入
口
付
近
の
空
調
は

常
に
稼
働
さ
せ
る
。
だ
が
フ

ロ
ア
内
で
は
状
況
を
み
な
が

ら
冷
房
と
送
風
を
切
り
替

え
、
消
費
電
力
を
抑
え
る
。

そ
れ
で
も
飲
食
す
る
空
間
に

適
し
た
室
温
を
維
持
す
る
こ

と
は
忘
れ
な
い
。
旧
型
の
空

調
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い

が
、
適
温
が
保
て
な
い
と
判

断
し
た
と
き
だ
け
、
非
常
措

置
と
し
て
稼
働
す
る
。

　

ま
た
空
調
を
効
率
的
に
稼

働
さ
せ
る
た
め
、
室
外
機
に

も
気
を
配
る
。
ホ
ー
ム
セ
ン

（2011年7月～2012年1月）

（2011年7月）（2010年9月～2011年8月）

村の市場 東金店

ワヨー東大阪冷蔵河村家具

やまなか屋 仙台中山吉成店

中部眞永

アズハイム横浜東寺尾

有楽会館 今泉店

削
減

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

契約
電力

ワ
ヨ
ー 

株
式
会
社

KYコーポレーション　やまなか屋 仙台中山吉成店

代表取締役社長の濱本芳広さん。

代表取締役の柴村恭弘さん。

マネージャーの鈴木孝典さん。

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

有
楽
会
館 

今
泉
店

村
の
市
場 

東
金
店

中
部
眞
永 

株
式
会
社

22.1%
78kW 削

減
契約
電力

削
減

電　力
使用量

専務取締役の河村幸宏さん。

22.3%

25.0%

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

や
ま
な
か
屋 

仙
台
中
山
吉
成
店

エコリーダーの河合寿士さん。

29.7%

6 kW

30kW

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

株
式

会
社 

株式
会社

化
。「
エ
コ
委
員
会
」
を
発

足
さ
せ
、
空
調
の
温
度
設
定

は
選
任
の
担
当
者
の
み
が
行

う
な
ど
の
細
か
な
ル
ー
ル
を

策
定
し
た
。
そ
の
後
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
導
入
で
、
消
費
電
力
の

「
見
え
る
化
」
を
図
っ
た
。

　
「
ピ
ー
ク
低
減
の
た
め
に

空
調
の
稼
働
開
始
が
重
な
ら

な
い
よ
う
、
フ
ロ
ア
ご
と
に

立
ち
上
げ
時
間
を
変
え
た

り
、〝
見
え
る
化
〞
で
わ
か

っ
た
ピ
ー
ク
の
出
や
す
い
時

間
を
小
ま
め
に
ア
ナ
ウ
ン
ス

す
る
な
ど
継
続
的
な
情
報
発

信
を
し
て
い
ま
す
」（
同
氏
）

　

社
内
か
ら
の
提
案
を
ピ
ン

で
簡
単
に
と
め
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
「
ｅ
ｃ
ｏ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
」も
設
置
。

ワヨー 株式会社・本社ビル

（2011年2月～2012年1月）

　

ア
ズ
ハ
イ
ム
横
浜
東
寺
尾

は
神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る

老
人
ホ
ー
ム
。
首
都
圏
を
中

心
に
９
カ
所
で
老
人
介
護
施

設
を
展
開
す
る
株
式
会
社 

ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
第
１

号
ホ
ー
ム
と
し
て
２
０
０
５

年
８
月
に
開
設
し
た
。

　

同
施
設
で
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ス
タ
ッ
フ
の
細
か
な
配

慮
に
よ
っ
て
日
々
の
省
エ
ネ

を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
そ
の

土
台
を
つ
く
っ
た
の
が
ホ
ー

ム
長
の
鞆
田
瑞
恵
さ
ん
だ
。

　

鞆
田
さ
ん
は
利
用
者
の
体

調
管
理
や
施
設
管
理
の
た

め
、
定
期
的
に
施
設
内
を
巡

回
し
て
い
る
。「
巡
回
の
と

き
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
の
照
明

は
消
し
、
空
調
が
効
き
す
ぎ

て
い
る
場
所
は
温
度
調
整
を

し
ま
す
。
入
居
者
の
ケ
ア
を

行
っ
て
い
る
現
場
の
ス
タ
ッ

フ
で
は
手
が
回
ら
な
く
て

も
、
私
が
動
け
ば
い
い
。
そ

し
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
そ

の
都
度
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
て

い
ま
す
」
と
鞆
田
さ
ん
。

　

こ
う
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
繰

り
返
し
た
こ
と
で
、
今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
部
分
に
も

み
ん
な
が
気
を
配
る
よ
う
に

な
り
、
行
動
す
る
こ
と
が
習

慣
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

最
近
で
は
ス
タ
ッ
フ
同
士

で
も
「
電
気
が
つ
い
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
よ
」
な
ど
の

声
掛
け
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
「
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

申
し
送
り
の
と
き
に
、
先
月

に
比
べ
今
月
の
電
気
代
は
い

く
ら
削
減
で
き
た
、
と
い
う

話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
す
る
と
ス
タ
ッ
フ
か
ら

も
驚
き
の
声
や
喜
び
の
声
、

も
っ
と
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ

う
と
い
っ
た
話
が
出
て
く
る

ん
で
す
」（
同
氏
）

　

安
全
で
安
心
な
利
用
者
の

暮
ら
し
を
第
一
に
考
え
る
同

施
設
。そ
の
省
エ
ネ
活
動
は
、

人
と
人
と
の
触
れ
合
い
に
よ

っ
て
深
化
し
て
い
る
。

親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

ス
タ
ッ
フ
に
気
づ
き
を
与
え
、

省
エ
ネ
活
動
が
習
慣
化神奈川県横浜市鶴見区東寺尾 2-23-19

TEL 045（586）0971
URL　http://www.as-heim.com/
設立●2005年 8月
従業員数●63名
業務内容●老人ホーム

　

ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ　
ア
ズ
ハ
イ
ム
横
浜
東
寺
尾

削
減

削
減9.8%

3 kW
契約
電力

電　力
使用量

ホーム長の鞆田瑞恵さん。

　アズパートナーズ　アズハイム横浜東寺尾

（2010年10月～2011年9月）

株
式

会
社 

株式
会社

（2011年8月～翌年3月と2006年8月～翌年3月の比較）

http://www.n-techno.org/


（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 夏季　【季刊】

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では
負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル

を
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
出
題
範
囲
は
本
紙

前
号
（
28
号
）
の
掲
載
記
事
。
会
社

や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使
っ

て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

の
も
い
い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知

識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

環境問
題

常識テ
スト

答えは４面に掲載
下記サイトでも設問解説
http://econews.jp/

日本の電力市場には、自由化
と規制という２つの部門があ
るが、一般に自由化部門の契
約電力は、次のうちどれ？

a
b
c
d

100kW以上

100kW以下

50kW以上

50kW以下

Question
1

2011 年 11月に開かれた気候
変動枠組条約第 17 回締約国
会議（COP17）の開催地は次
のうちどこ？

a
b
c
d

日本の京都

イギリスのロンドン

カタールのドーハ

南アフリカ共和国のダーバン

Question
2

2012 年 6月にリオデジャネイ
ロで開かれた国連持続可能な
開発会議を指す通称は、次の
うちどれ？

a
b
c
d

COP18

リオ＋20

地球サミット

ストックホルム会議

Question
3

2012 年 5 月に関東地方から
九州地方にかけて国内では
25年ぶりに観測された日食の
種類は、次のうちどれ？

a
b
c
d

金環日食

皆既日食

部分日食

半影日食

Question
4

日本テクノ特製コードタグ プレゼント
正解者の中から抽選で 20 名の方に、「日本テクノ特製コードタグ」を
プレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ、下記あて先までご郵送ください。また、環境市場新聞ウェブ
サイトからも応募できます。下記 URL にアクセスして当コーナー応募
フォームのリンクをクリックし、画面の指示に従いご応募ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切り
は 2012 年 9 月 28 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【環境市場新聞ウェブサイト】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  もうすぐオリンピック。開
催国はイギ○○。

②  ミ○○○○ミの鳴き声は、
「ミーンミンミン」。
③  水分補給、ネ○○ュウ症に
気をつけよう。

⑥  夏の和菓子。ミ○○○○ン。
⑧  波がザブーン。
⑨  下の記事、おばあちゃんの
左手にはウ○○。

●ヨコのカギ●
①  オリンピックとパラ○○○○ク。
④  さぁバカンス！夏ヤ○○。
⑤  英語ではMap。
⑦  節電はデ○○の無駄づかい
をなくすこと。

⑧  臨海学校にソ○○イ 300
名が参加した。

⑨  私のケータイのマ○○ケ画
面にはテッくんがいるよ。

⑩  急に降りすぐやむ○○○雨。

● トマト、レタス、きゅうり、なすなどの
旬の夏野菜を食べて、体を冷やしてい
ます。
● 夏の夜は、2階の窓を開け放ち、蚊
帳を吊って寝ています。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記ウェブサイトでも受
け付けています。

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

前号
の
答え

answer

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ1 …… a
再生可能エネルギー

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ2 …… c
カーボン・ニュートラル

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ3 …… b
70億人

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ4 …… a
袖ヶ浦グリーンパワー

第二十九回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ

【ダイジェスト版】

でんでんみと情
報

（2012年 5月15日発行
第50号より）

●でんでん・みと情報
水戸グループで飼わ
れている猫のでんで
んというキャラクター
が、飼い主たちの業
務活動や社会動向、
電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介
していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
『
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
』
第
50
号
か
ら
。
猫
の

で
ん
で
ん
が
、
自
分
の
登
場
し
て
い
る

小
冊
子
の
存
在
を
初
め
て
知
る
。
記
念

す
べ
き
第
50
号
。

で
ん
で
ん　

そ
ん
な
こ
と
信
じ
ら
れ
な
い
ね
。

親
方　

で
ん
で
ん
ク
ン
。
だ
か
ら
こ
れ
は
大
革
命

な
ん
だ
よ
」

　

な
ん
と
吾
輩
が
登
場
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

文
書
の
題
名
と
思
わ
れ
る
記
載
も
あ
り
、
そ
こ
に

『
で
ん
で
ん
・
み
と
情
報　

第
50
号
』
と
あ
る
。

こ
こ
に
も
吾
輩
の
名
を
使
っ
て
い
る
で
は
な
い

か
！　

こ
れ
を
50
回
も
出
し
続
け
て
い
た
の
か
。

人
間
様
の
考
え
る
こ
と
は
何
と
も
奇
っ
怪
だ
。

　

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼
わ

れ
て
い
る
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。
電
気
管

理
技
術
者
と
は
、
変
電
所
の
点
検
な
ど
を
行
う
者

で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
主
業

務
で
は
な
く
、
現
場
で
の
作
業
に
時
間
を
費
や
す

こ
と
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、こ
こ
２
、

３
日
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
に
ら
み
つ
け
、
う
ん
う

ん
う
な
り
な
が
ら
、
と
き
ど
き
思
い
つ
い
た
よ
う

に
キ
ー
ボ
ー
ド
を
パ
チ
パ
チ
た
た
き
、
事
務
仕
事

の
ま
ね
ご
と
を
続
け
て
い
る
親
方
が
い
る
。
そ
う

い
え
ば
こ
の
親
方
、
年
に
数
回
、
こ
の
よ
う
な
姿

で
と
き
に
は
あ
ぶ
ら
汗
を
流
し
な
が
ら
、
パ
ソ
コ

ン
画
面
の
前
で
固
ま
っ
て
い
る
。そ
の
時
期
に
は
、

ふ
だ
ん
は
や
か
ま
し
い
ほ
か
の
親
方
た
ち
も
、
声

を
掛
け
ず
に
お
と
な
し
く
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

そ
れ
ほ
ど
ま
で
し
て
、
こ
の
親
方
は
何
を
つ
く

っ
て
い
る
の
か
。
吾
輩
が
画
面
を
の
ぞ
く
と
、
そ

こ
に
は
こ
ん
な
文
章
が
ず
ら
ず
ら
並
ん
で
い
た
。

　
「
親
方　

Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｌ
Ａ
（
さ
く
ら
）
の
稼
働
が
始
ま
っ
た
。
こ
こ

で
つ
く
ら
れ
る
光
は
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
原

子
の
細
か
い
動
き
ま
で
も
照
ら
す
こ
と
が
で
き
る

〝
夢
の
光
〞
だ
。
例
え
ば
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
謎
だ
っ
た
、
植
物
の
光
合
成
で
水
が
分

解
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
も
期
待
で
き
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
水
と
光
だ
け
で
水
素
ガ
ス
燃
料
や

ガ
ソ
リ
ン
も
合
成
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
発
!! 

夢
の
光
が

未
知
の
世
界
を
照
ら
す

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ〝
エ
コ
〞に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
道
路
に
こ
れ
を
す
る

と
気
化
熱
で
街
が
涼
し
く
な
り
ま
す
。

─ ８ ─

　

ま
ぁ
こ
の
親
方
は
、

吾
輩
の
高
い
知
性
に
あ

や
か
り
た
い
と
い
う
殊

勝
な
気
持
ち
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で

50
回
も
あ
ぶ
ら
汗
を
流

し
つ
つ
継
続
し
て
き
た

心
根
に
免
じ
て
、
吾
輩

は
大
目
に
見
て
や
る
こ

と
に
し
た
。

わが家は庭に多くの
鉢やプランターを置
いています。花づくり
で種まきをしたり、野
菜の種をまいたときの名前ラベルには
大きなヨーグルトの空きパックが便利で
す。パックをラベル状に切り、油性マ
ーカーで名前を書きます。土に埋めこ
むところは、やや長めにして切ると風に
飛びません。　　（静岡県・鈴木さん）

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

　
「
自
然
災
害
だ
か
ら
誰

が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。

誰
か
に
怒
り
や
不
満
を
ぶ

つ
け
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
と
き
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
き
た
だ

け
で
す
」
と
セ
ン
コ
ン
物

流 

株
式
会
社
の
常
務
執

行
役
員
・
山
田
久
男
さ
ん

は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
活
動
を
振
り
返
る
。

　

東
北
有
数
の
物
流
企

業
。
複
数
あ
る
拠
点
の
う

ち
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
の

は
仙
台
港
に
あ
る
港
営
業

所
だ
っ
た
。
倉
庫
で
も
あ

る
建
物
の
内
部
に
は
２
・

６
㍍
の
津
波
が
押
し
寄

せ
た
。
海
水
が
壁
に
当

た
り
強
烈
な
渦
を
巻
く
。

荷
物
も
設
備
も
区
別
な

く
、
す
べ
て
が
が
れ
き

に
変
わ
る
。
ま
た
仙
台

エ
ア
カ
ー
ゴ
タ
ー
ミ
ナ

ル
内
に
あ
る
仙
台
空
港

営
業
所
で
は
漏
れ
た
ガ

ソ
リ
ン
に
引
火
し
火
災

も
発
生
し
た
。
そ
れ
で

も
幸
い
に
し
て
社
員
は

全
員
無
事
だ
っ
た
。

　
「
ま
ず
は
が
れ
き
の
撤

去
を
始
め
ま
し
た
。
最

初
の
う
ち
は
、
い
く
ら

や
っ
て
も
減
ら
ず
、
気

が
め
い
る
こ
と
も
。

そ
れ
で
も
毎
日

続
け
れ
ば
、
や

が
て
片
付
い
て

い
く
。
あ
き
ら

め
ず
に
作
業
を
続

け
た
ん
で
す
」（
同
氏
）

　

が
れ
き
の
山
だ
っ
た

港
営
業
所
も
今
で
は
復

旧
を
果
た
し
、
か
つ
て

の
活
気
を
取
り
戻
し
て

い
る
。
現
在
同
社
で
は
、

仙
台
北
部
に
新
た
な
物

流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

開
始
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
当

時
、
被
災
し
た
東
北
地

方
に
拠
点
を
構
え
て
い

た
日
本
テ
ク
ノ
の
営
業

所
は
、
仙
台
と
郡
山
の

２
カ
所
だ
っ
た
。

　

宮
城
県
の
仙
台
営
業

所
で
は
震
災
直
後
の
１

週
間
で
８
０
０
件
の
緊

急
応
動
を
完
了
し
た
。

福
島
県
の
郡
山
営
業
所

で
は
、
所
員
の
判

断
で
特
定
避
難

勧
奨
地
点
に
あ

る
ユ
ー
ザ
ー
に

対
し
、
安
否
確
認

の
実
施
な
ど
を
行
っ

た
。
現
在
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
で
き
る

限
り
の
復
興
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
２

年
２
月
に
は
、
東
北
地

方
で
３
拠
点
目
と
な
る

岩
手
県
の
盛
岡
営
業
所

を
新
規
に
開
設
し
た
。

盛
岡
営
業
所
の
所
長
は

仙
台
営
業
所
の
前
副
所

長
が
着
任
し
、
新
た
な

営
業
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ

り
５
名
体
制
に
な
っ
た
。

仙
台
営
業
所
も
増
員
を

し
、
営
業
ス
タ
ッ
フ
は

６
名
に
な
り
、
技
術
ス

タ
ッ
フ
、
事
務
ス
タ
ッ

フ
も
心
新
た
に
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
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そのとき、自分たちにできることをやってきただけ

復
旧
し
た
港
営
業
所
。

復興への確かな歩み、東北で営業拠点を拡充

テクノユーザー

復興への歩み

被災地営業所

復興支援活動

台
紙
か
ら
切
り
離
し
、
コ
ー
ド
に
巻
い

て
使
い
ま
す
。
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
何

の
コ
ー
ド
か
す
ぐ
わ
か
る
!!　

こ
れ
で

待
機
電
力
の
節
約
は
バ
ッ
チ
リ
!!

　七夕が過ぎると、いよいよ子どもたちは夏休み。海にプールに夏祭
り……。今回は、夏の暑さにもってこいの「レモン水」のお話です。
　蒸し暑くなってくると夏バテで食欲が落ちてしまう人も多いですよ
ね。おばあちゃんは、夏になると「レモン水」をつくって食事のとき
に飲んでいますよ。レモンの中に含まれている「クエン酸」には疲労
回復の成分があって、菌の増殖も抑えてくれる優れもの。レモンをよ
く洗って、皮ごとお水に入れるだけ。見た目にも爽やかで、すっとし
た香りが暑さを吹き飛ばしてくれますよ。
　　レモンのほかにも、オレンジなどのかんきつ類や梅干しは同
じようにクエン酸を含んだ食材。「今日は疲れたなあ」なんて日
は、レモン水にはちみつを入れて、甘くてすっぱい「はちみつ
レモン」はいかが。皆さんもぜひ試してみてくださいね。

　

人
間
の
行
動
の
90
％
は
自

分
で
は
意
識
し
て
い
な
い
潜

在
意
識
に
影
響
さ
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
潜
在
意

識
の
働
き
の
一
つ
に
現
状
維

持
機
能
が
あ
る
。

　

あ
る
企
業
の
営
業
チ
ー
ム

の
リ
ー
ダ
ー
・
山
上
さ
ん
が

私
に
言
っ
た
。「
私
の
チ

ー
ム
は
い
つ
も
成
績
が

最
下
位
あ
た
り
で
低
迷

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
先
月

は
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
チ

ー
ム
全
員
で
ベ
ク
ト
ル
を
合

わ
せ
本
気
で
仕
事
を
し
た
結

果
で
す
。
う
れ
し
く
て
久
し

ぶ
り
に
メ
ン
バ
ー
全
員
と
喜

び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
」。

　

こ
の
チ
ー
ム
の
営
業
成
績

は
、
14
チ
ー
ム
中
い
つ
も
13

〜
14
番
目
だ
っ
た
。
私
は
喜

び
あ
ふ
れ
る
表
情
の
山
上

さ
ん
を
み
て
危
機
感
を
感
じ

「
喜
ん
で
も
、
満
足
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
長
く
低
迷
し

て
い
た
の
で
そ
の
状
態
が
あ

な
た
の
潜
在
意
識
に
蓄
積
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
気
で
取
り

組
ま
な
い
と
潜
在
意
識
の
現

状
維
持
機
能
が
働
き
す
ぐ
低

迷
の
状
態
に
戻
り
ま
す
。
あ

な
た
が
１
位
に
満
足
す
る
と

無
意
識
の
う
ち
に
気
が
緩
み

現
状
維
持
の
機
能
が
働
き
ま

す
。
満
足
し
な
い
で
、
１
位

を
途
中
経
過
と
考
え
、
さ
ら

に
本
気
で
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
助
言
し
た
。

　

し
か
し
翌
月
こ
の
チ
ー
ム

は
い
つ
も
の
場
所
に
納
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
13
番
目
だ
。

と
は
い
え
、
こ
れ
は
ど
こ
で

も
よ
く
起
こ
る
事
例
だ
。「
今

月
は
よ
く
が
ん
ば
っ
た
」
と

気
を
抜
き
、
翌
月
駄
目
に
な

る
。
潜
在
意
識
の
現
状
維
持

機
能
が
働
い
て
い
る
の
だ
。

　

大
リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー

は
10
年
間
、
毎
年
２
０
０
本

以
上
の
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
て
い

る
。
だ
が
イ
チ
ロ
ー
の
目
標

は
打
率
４
割
、
ヒ
ッ
ト
が
２

８
０
本
だ
と
い
う
。
だ
か
ら

イ
チ
ロ
ー
は
現
状
に
満
足
し

な
い
。
満
足
し
な
い
か
ら
、

10
年
も
続
け
て
毎
年
２
０
０

本
以
上
の
ヒ
ッ
ト
を
打
て
た

の
だ
。

　

私
は
潜
在
意
識
の
現
状
維

持
機
能
の
話
を
ど
こ
の
企
業

で
も
す
る
。
す
る
と
今
の
目

標
を
大
目
標
、
中
目
標
、
小

目
標
と
３
つ
に
分
け
て

本
気
で
取
り
組
む
人
も

出
て
く
る
。
そ
の
よ
う

な
人
は
驚
く
ほ
ど
の
成
長
を

み
せ
る
。
逆
に
軽
く
聞
き
流

し
て
し
ま
う
と
無
意
識
の
う

ち
に
「
先
月
は
本
気
で
働
い

た
。
疲
れ
た
。
今
月
は
少
し

息
抜
き
し
よ
う
」
と
潜
在
意

識
の
現
状
維
持
機
能
が
働
く

の
だ
。
そ
の
結
果
ど
う
な
る

か
？　

因い
ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
!!

潜
在
意
識
の
威
力
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仙
台
営
業
所
の
メ
ン
バ
ー
。

こ
の
ほ
か
技
術
担
当
１
名
、

保
安
担
当
２
名
が
在
籍
し

て
い
る
。

日本のために、ユーザーのために、 日本テクノは何ができるかを考えながら、企業活動を行っていきます。
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